
一
は
じ
め
に

二
改
正
刑
法
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
新
設

三
改
正
労
働
法
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制

m
序

②

逐

条

解

釈

四

お

わ

り

に

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
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9

9

9

9

9

9

9

9
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9
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＇-

9

9

,

 緬
―
説
}
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•9999999,999999999999,

' 

3

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

ア
ル
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貞

ラ
ス
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ン
ト
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セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

年
代
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
七

0
年
代
の
前
半
に
は
、
裁
判
所
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
公
民
権
法
第

七
編
の
性
差
別
禁
止
規
定
に
違
反
す
る
と
い
う
被
害
者
女
性
の
訴
え
を
認
め
な
か
っ
た
。
が
、

に
お
い
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
特
別
裁
判
所
が
そ
れ
を
認
め
た
の
を
喘
矢
と
し
て
、
七

0
年
代
後
半
以
降
に
は
数
多
く
の
事
件
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
先
駆
的
な
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

一
九
八

0
年
に
は
、
連
邦
政
府
の
雇
用
機
会
平
等
委
員
会

(
E
E
O
C
)

発
表
し
た
。

る
た
め
に
、

こ
れ
は
広
範
に
蔓
延
し
て
も
は
や
放
置
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
ま
で
至
っ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す

ど
の
よ
う
な
行
為
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
の
か
を
明
確
に
定
義
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
す
る

使
用
者
の
責
任
等
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
そ
れ
ま
で
の
下
級
審
の
判
例
を
参
考
に
し
て

と
り
わ
け
前
年
の
一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
学
の
旗
手
キ
ャ
リ
ー
ヌ
・
マ
ッ
キ
ン
ノ
ン

の
先
駆
的
な
業
績
で
あ
る

S
e
x
u
a
l
H
a
r
a
s
s
m
e
n
t
 of W
o
r
k
i
n
g
 W
o
m
e
n
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

(
3
)
 

と
環
境
型
に
類
型
化
し
た
が
、

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
代
償
型
（
報
償
型
も
し
く
は
対
価
型
）

用
さ
れ
る
と
と
も
に
わ
が
国
で
も
学
説
や
一
九
九
三
年
―
二
月
に
発
表
さ
れ
た
労
働
省
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
の
中

(
4
)
 

に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
六
年
に
連
邦
最
高
裁
が
、
有
名
な
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
事
件
に
お
い
て
、

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

各
地
の
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
主
張
を
認
め
て
き
た
こ
と
は
、

は

じ

め

に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
公
民
権
法
第
七
編
に
違

が

こ
の
分
類
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
採

マ
ッ
キ
ン
ノ
ン
は
セ
ク

「
性
を
理
由
に
し
た
差
別
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

一
九
七
六
年
の

W
i
l
l
i
a
m
v. 
S
a
x
b
e
事
件

一
九
七
〇

14 1 2 （香法'94)



フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント （上村）

定
し
て
い
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。

こ
の
法
律
の
特
徴
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
詳

用
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
、

を
理
由
と
し
、

こ
の
法
律
は
、

ニ
八
条
で
「
雇

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

別
の
禁
止
を
強
化
す
る
「
一
九
九
一
年
公
民
権
法
」
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
人
種
差
別
に
対
し
て
の
み
可
能
で

あ
っ
た
損
害
賠
償
が
、
宗
教
や
性
に
も
と
づ
く
差
別
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、

八
0
年
代
の
後
半
に
入
っ
て
か
ら
五

0
州
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
地
区
の
す
べ
て
に
お
い
て
、

(
7
)
 

定
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

右
の
よ
う
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
広
範
に
蔓
延
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、

れ
つ
つ
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
規
制
が
精
力
的
に
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、

そ
の
他
の
諸
国
に
お
い
て
も
大
き
な
法
的
問
題
と
な
り
、

こ
れ
は
画
期
的
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

一
九
七
五
年
に
性
差
別
禁
止
法

(
S
e
x
D
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n
 A
c
t
)
が
制
定
さ
れ
た
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

(
8
)
 

ス
メ
ン
ト
が
こ
の
法
律
の
禁
止
す
る
性
差
別
に
該
当
す
る
か
否
か
が
、
一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
数
件
裁
判
所
で
争
わ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
一
九
八
六
年
の

Porcelli
v. 
S
t
r
a
t
h
c
l
y
d
e
 R
e
g
i
o
n
a
l
 C
o
u
n
c
i
l
事
件
に
お
い
て
、
初
め
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

(
9
)
 

違
法
と
判
断
さ
れ
た
が
、

違
法
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
、

と
い
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

(10) 

そ
の
当
時
ま
か
り
通
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
三
月
ニ
―
日
に

S
e
x
D
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n
 A
c
t
、
「
性
別
、
婚
姻
に
関
す
る
身
分
若
し
く
は
妊
娠

(11) 

又
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
差
別
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、

も
進
ん
で
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
法
規
制
が
最

そ
れ
に
対
す
る
取
組
み
が
な
さ

二
九
条
で
「
教
育
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
詳
細
に
規

そ
の
た
め
の
州
法
も
し
く
は
行
政
命
令
が
制

(
5
)
 

反
す
る
こ
と
を
初
め
て
認
め
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
に
は
、

と
り
わ
け
一
九

一
九
六
四
年
の
公
民
権
法
第
七
編
を
改
正
し
て
雇
用
差
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な
お
、

討
す
る
意
義
は
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

メ
ン
ト
罪
」
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
次
い
で
一
九
九
二
年

こ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
の
は
他
に

s
e
x
u
e
l
と
い
う
が
、

こ
れ
が
英
語
の
s
e
x
u
a
l

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制

お
い
て
も
一
九
九
二
年
七
月
二
二
日
に
成
立
し
、

右
の
よ
う
に
若
干
の
国
々
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
に

と
し
て
被
用
者
の
権
利
を
規
定
し
、

細
に
定
義
し
て
い
る
こ
と
と
罰
則
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
救
済
手
続
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

り
わ
け
オ
ン
ブ
ス
マ
ン
の
一
種
で
あ
る
「
性
差
別
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
制
度
」
は
注
目
に
値
す
る
。

カ
ナ
ダ
の
連
邦
最
高
裁
は
、

で
あ
る
「
人
権
委
員
会
」
が
連
動
し
て
、
性
差
別
か
ら
の
救
済
を
実
効
的
な
も
の
に
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
九
八
七
年
の
R
o
b
i
c
h
a
u
d
v. 
C
a
n
a
d
a
事
件
に
お
い
て
、
国
防
省
の
監
視
人
か
ら
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
た
R
o
b
i
c
h
a
u
d
夫
人
の
訴
え
に
つ
い
て
、

(12) 

し
た
。

ラ
ス
メ
ン
ト
を
定
義
し
、

ニ
四
七
・
三
条
で

「
全
て
の
使
用
者
は
、
被
用
者
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
適
切
な
努
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
使
用
者
の
責
任
に
つ
い
て
定
め
て
い
か
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
法
規
制
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

一
九
九
四
年
三
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
新
刑
法
に
新
し
く
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

一
月
二
日
に
は
労
働
法
が
改
正
さ
れ
て
雇
用
の
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
者
の
よ
う
に
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
独
立
の
犯
罪
類
型
に
設
定
さ
れ

て
い
る
例
は
他
に
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
後
者
は
、

す
る
労
働
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
検

フ
ラ
ン
ス
語
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
こ
と
を
h
a
r
c
e
l
e
m
e
n
t

h
a
r
a
s
s
m
e
n
t
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
そ
の
ま
ま
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ニ
四
七
・
ニ
条
で
は
、

「
全
て
の
被
用
者
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
雇
用
を
保
証
さ
れ
る
」

一
九
八
八
年
に
改
正
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
労
働
法
は
、

と

こ
の
機
関
と
行
政
委
員
会
の
一
種

ニ
四
七
・
一
条
に
お
い
て
、
代
償
型
と
環
境
塑
に
分
け
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

カ
ナ
ダ
人
権
法
に
違
反
す
る
と
し
て
使
用
者
責
任
を
認
め
る
判
決
を
下

四
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント （上村）

(10) 

(11) 

(12) 
奥
山
明
良
「
ア
メ
リ
カ
に
見
る
労
働
環
境
と
性
差
別
」
判
夕
五
二
三
号
、
水
谷
英
夫
「
雇
用
に
お
け
る
『
性
的
い
や
が
ら
せ
』
」
法
学
五
十
巻
六
号
。

児
玉
佳
与
子
「
性
を
理
由
に
し
た
差
別
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
一
九
号
。

C
a
t
h
a
r
i
n
e
 A
.
 M
a
c
k
i
n
n
o
n
,
 S
e
x
u
a
l
 H
a
r
a
s
s
m
e
n
t
 of W
o
r
k
i
n
g
 W
o
m
e
n
,
 pp. 2
5ー

4
6
.

21
世
紀
職
業
財
団
「
女
子
雇
用
管
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」
の
一
―
頁
に
よ
れ
ば
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
概
ね
「
相
手
方
の
意
に
反
し
た
、
性
的
な
性
質
の
言
動
を
行
い
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
に
よ
っ
て
仕
事
を
遂
行
す
る
上
で
一
定
の
不
利

益
を
与
え
た
り
、
又
は
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
就
業
環
境
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
前
者
が
代
償
型
で
、
後
者
が
環
境
型
で
あ
る
。

(
5
)
 
M
E
R
I
T
O
R
 S
A
V
I
N
G
S
 B
A
N
K
S
 V
.
 V
i
n
s
o
n
,
 
477 U
.
S
.
 5
7
.
 
本
事
件
に
つ
い
て
は
、
奥
山
明
良
「
ア
メ
リ
カ
の
働
く
女
性
と
性
的
い
や
が
ら

せ
(
S
e
x
u
a
l
H
a
r
a
s
s
m
e
n
t
)

ー
|
—
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
事
件
を
中
心
に
ー
ー
ー
」
成
城
法
学
二
三
号
、
釜
田
泰
介
「
『
性
的
い
や
が
ら
せ
行
為
』
と
公
民
権
法
第
七
編

ー
米
最
高
裁
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
判
決
の
意
義
」
法
学
教
室
七
五
号
。

(
6
)

中
窪
裕
也
「
ア
メ
リ
カ
雇
用
差
別
禁
止
法
そ
の
後
ー
一
九
九
一
年
公
民
権
法
の
成
立
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
三
八
八
号
四
四
I

四
五
頁
。
日
本
太
平
洋

資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
「
日
米
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』
九
八
ー
九
九
頁
。

A
l
b
a
 Conte, 
S
e
x
u
a
l
 H
a
r
a
s
s
m
e
n
t
 in 
the 
W
o
r
k
p
l
a
c
e
 :
 L
a
w
 a
n
d
 Practice, 
C
h
a
p
t
e
r
 
10 
S
t
a
t
e
-
b
y
-
S
t
a
t
e
 S
u
r
v
e
y
 of 
S
e
x
u
a
l
 

H
a
r
a
s
s
m
e
n
t
 L
a
w
,
 pp. 2
8
1ー

4
1
0
.

山
田
省
三
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
法
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
（
一
）
（
二
）
」
中
央
学
院
大
学
法
学
論
叢
三
巻
一
、

(
9
)

山
田
省
―
-
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
」
季
刊
労
働
法
一
五
五
号
五
八
頁
。

O
'
D
o
n
o
v
a
n
a
n
d
 S
z
y
s
z
c
z
a
k
 ̀

 
Equality a
n
d
 S
e
x
 

Discrimination L
a
w
 ̀
 
p. 6
7
.
 

Rubenstein, 
T
h
e
 L
a
w
 of S
e
x
u
a
l
 H
a
r
a笏
m
e
n
t
at 
W
o
r
k
,
 Industrial 
L
a
w
 Journal, 
vol, 
1
2
,
 

p. 8
.
 

苗
代
あ
お
い
訳
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
性
差
別
禁
止
法
（
一
）
（
二
）
」
外
国
の
立
法
二
四
巻
一
号
二
号
。

A
V
F
T
,
 D
e
 l'abus d
e
 p
o
u
v
o
i
r
 sexuel, 
pp. 1
6
5ー

1
6
7
.

(
8
)
 

(
7
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

(
1
)
 

適
切
な
言
葉
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
c
h
a
n
t
a
g
e
s
e
x
u
e
l
 (
性
的
お
ど
し
）
、

dol
(
詐
欺
）
、

droit
d
e
 c
u
i
s
s
a
g
e
 (
初
夜
権
）
、
violences

f
 
aites 
a
u
x
 f
e
m
m
e
s
 sur 
le 
lieu 
d
e
 travail 

五

（
女
性
に
対
し
て
職
場
で
行
わ
れ
る
暴
力
行
為
）
は
そ
れ
ぞ
れ
欠
点
が
あ
り
、

(15) 

様
々
な
形
態
の
行
為
を
包
含
し
う
る
こ
の
言
葉
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
号
。 結

局
、
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一
九
九
二
年
七
月
二
二
日
に
成
立
し
た
法
律
に
よ
っ
て
刑
法
が
改
正
さ
れ
、

一
八
一

0
年
の
い
わ
ゆ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
を
実
に
一
八
四
年
ぶ
り
に
全
面
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
刑
法

一
九
七
四
年
一

一
月
八
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
刑
法
改
正
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
足
か
け

一
八
年
の
長
丁
場
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
新
刑
法
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
の
は
、

出
さ
れ
た
刑
法
典
改
正
に
関
す
る
法
律
案
で
あ
る
。
こ
の
法
律
案
の
冒
頭
に
お
か
れ
て
い
る
理
由
書
は
、
刑
法
を
全
面
改
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

殖
に
よ
り
、
刑
法
が
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

一
八
一

0
年
以
来
、
刑
罰
の
個
別
化
、
刑
罰
の
人
道
化
な
ら
び
に
犯
罪
類
型
の
増

そ
の
結
果
、
現
行
の
刑
法
典
が
、
第
一
に
古
く
さ
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
第
二
に
現

代
社
会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
第
三
に
条
文
の
相
互
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
第
四
に
刑
法
の
条
文
の
大
部

分
が
個
別
立
法
の
中
に
あ
る
た
め
刑
法
典
に
載
っ
て
い
な
い
と
い
う
不
完
全
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
、

右
の
よ
う
な
理
由
で
改
正
さ
れ
た
刑
法
典
の
中
で
、
本
稿
に
関
連
す
る
部
分
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

の
全
面
的
な
改
正
作
業
は
、

こ。t
 
こ
の
新
し
い
刑
法
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

改
正
刑
法
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

(
1
3
)
2
1
世
紀
職
業
財
団
・
前
掲
書
三
四
ー
三
五
頁
。

(14)

福
島
瑞
穂
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
法
」
労
働
法
律
旬
報
―
―
―
二
八
号
二

0
頁
に
、
「
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
一
九
八
九
年
三
月
八
日
の
法
改

正
で
、
性
的
い
や
が
ら
せ
に
対
す
る
措
置
を
規
定
、
す
べ
て
の
女
性
労
働
者
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
さ
れ
、
尊
厳
を
も
っ
て
待
遇
さ
れ
る
権
利
を
有
し
、

こ
れ
に
は
性
的
な
言
動
や
行
為
か
ら
の
保
護
も
ふ
く
ま
れ
る
と
し
た
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
本
文
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
1
5
)
N
 el
e
n
s
k
e
y
 et 
G
a
u
s
s
o
t
,
 
le 
h
a
r
c
e
l
e
m
e
n
t
 sexuel, 
p
p
.
 5
9ー

6
2
.

一
九
八
六
年
二
月
二

0
日
に
政
府
に
よ
っ
て
元
老
院
に
提

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
新
設

r 

ノ‘
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント（上村）

旧
刑
法

強
姦
罪
に
つ
い
て

第
一
項
の
強
姦
と
第
二
項
の
他
の
性
的
な
攻
撃
は
本
稿
の
直
接
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
が
、
関
連
す
る
の
で
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。
以

下
に
お
い
て
、
旧
刑
法
の
規
定
と
改
正
刑
法
の
規
定
を
対
比
す
る
。
旧
刑
法
の
規
定
は
、
筆
者
が
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

年
―
二
月
二
三
日
法
律
に
よ
っ
て
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
項
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

第
二
項

他
の
性
的
な
攻
撃

第

一

項

強

姦

第
三
節

性
的
攻
撃

第
二
章
人
の
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
完
全
性
へ
の
侵
害

第
二
編
人
に
対
す
る
侵
害

第
二
部
人
に
対
す
る
重
罪
と
軽
罪

七

一
九
八
〇

14-1 -7 （香法'94)



き

十
五
歳
未
満
の
未
成
年
者
に
対
し
て
犯
さ
れ
た
と
き

不
治
の
四
肢
の
切
断
ま
た
は
身
体
の
障
害
を
惹
起
し
た
と
き

強
姦
は
、
次
の
場
合
、
二
十
年
の
懲
役
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

②
強
姦
は
十
五
年
の
懲
役
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

で
あ
る
。

改
正
刑
法

た
と
き

を
構
成
す
る
。
強
姦
は
、
五
年
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
刑
に
処
す
る
。

第
三
三
二
条

ど
の
よ
う
な
性
質
で
あ
れ
、
他
人
の
身
体
に
対
し
て
暴
行
、
強
制
ま
た
は
急
襲
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
性
的
侵
入
行
為
は
、
強
姦
罪

た
だ
し
、
強
姦
が
次
の
情
状
の
一
の
下
に
犯
さ
れ
た
と
き
は
、
十
年
以
上
二
十
年
以
下
の
懲
役
刑
に
処
す
る
。
被
害
者
が
妊
娠
、
病
気
、
障
害
若

し
く
は
身
体
的
又
は
精
神
的
障
害
に
よ
り
特
に
防
禦
能
力
に
欠
け
る
者
で
あ
る
と
き
、
被
害
者
が
十
五
歳
未
満
の
未
成
年
者
で
あ
る
と
き
、
武
器
に

よ
る
脅
迫
を
手
段
と
し
た
と
き
、
犯
人
が
二
人
若
し
く
は
複
数
の
正
犯
若
し
く
は
共
犯
で
あ
る
と
き
、
犯
人
が
嫡
出
若
し
く
は
非
嫡
の
直
系
尊
属
若

し
く
は
養
父
母
で
あ
る
と
き
、
犯
人
が
被
害
者
に
対
し
て
監
護
権
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
、
又
は
犯
人
が
監
護
権
の
委
任
を
受
け
こ
れ
を
濫
用
し

第
ニ
ニ
ニ
—
二
三
条

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
四
条

性
質
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
暴
カ
・
強
制
・
脅
迫
ま
た
は
驚
愕
に
よ
る
他
人
の
身
体
に
対
す
る
性
的
侵
入
行
為
は
、
強
姦

年
令
・
疾
病
・
身
体
障
害
ま
た
は
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
欠
陥
ま
た
は
妊
娠
状
態
に
よ
り
著
し
く
傷
つ
き
や
す
い
人
に
対
し
犯
さ
れ
た
と

八
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント （上村）

す
る
。

旧
刑
法

強
制
わ
い
せ
つ
罪

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
六
条

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
五
条

安
全
の
期
間
に
関
す
る
第
一
三
ニ
ー
ニ
三
条
の
最
初
の
二
項
は
、
本
条
の
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
。

強
姦
は
、
拷
問
ま
た
は
野
蛮
行
為
が
先
立
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
随
伴
し
て
い
る
と
き
、
無
期
懲
役
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

安
全
の
期
間
に
関
す
る
第
一
三
ニ
ー
ニ
三
条
の
最
初
の
二
項
は
、
本
条
の
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
。

第
三
三
一
条

は
、
三
年
以
上
五
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
六

0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
六

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
の
刑
に
処

た
だ
し
、
十
五
歳
未
満
の
子
供
に
対
し
て
、
次
の
方
法
の
一
に
よ
り
、
強
制
わ
い
せ
つ
の
行
為
を
し
ま
た
は
し
よ
う
と
試
み
た
者
は
、
五
年
以
上

七
武
器
の
使
用
ま
た
は
威
嚇
を
伴
っ
て
犯
さ
れ
た
と
き

'. 
/¥ 四

被
害
者
の
嫡
出
親
子
関
係
に
基
づ
く
・
私
生
親
子
関
係
に
基
づ
く
も
し
く
は
養
子
縁
組
に
基
づ
く
尊
属
に
よ
り
、
ま
た
は
、
被
害
者
に
権
威

正
犯
ま
た
は
共
犯
の
身
分
に
お
い
て
行
為
す
る
複
数
の
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
と
き

強
姦
は
、

そ
れ
が
被
害
者
の
死
を
惹
起
し
た
と
き
、
三
十
年
の
懲
役
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

十
五
歳
未
満
の
子
供
に
対
し
て
、
暴
力
に
も
強
制
に
も
急
襲
に
も
よ
ら
ず
、

五
職
務
が
付
与
す
る
権
限
を
濫
用
し
た
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
と
き

を
有
し
て
い
た
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
と
き

九

わ
い
せ
つ
行
為
を
し
ま
た
は
し
よ
う
と
試
み
た
者
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十
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
―
―

1
0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
―
二

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
刑
に
処
す
る
。
暴

カ
、
強
制
も
し
く
は
急
襲
を
手
段
と
す
る
と
き
、
被
害
者
の
嫡
出
も
し
く
は
非
嫡
の
直
系
尊
属
、
養
父
母
も
し
く
は
監
護
権
者
に
よ
る
と
き
、
二
人

も
し
く
は
複
数
の
正
犯
も
し
く
は
共
犯
に
よ
る
と
き
ま
た
は
監
護
を
任
さ
れ
た
者
が
そ
の
権
限
を
濫
用
し
た
と
き
。

第
三
三
一
条
の
一

十
五
歳
以
上
で
、
婚
姻
に
よ
る
親
権
の
解
除
を
受
け
て
い
る
未
成
年
者
に
対
し
て
、
暴
カ
・
強
制
・
急
襲
に
よ
ら
ず
、
強
制

わ
い
せ
つ
の
行
為
を
し
ま
た
は
し
よ
う
と
試
み
た
者
は
、
犯
人
が
次
の
一
に
当
た
る
と
き
は
、
六
月
以
上
三
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
二

0
0
0
フ
ラ

ン
以
上
二

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
刑
に
処
す
る
。
犯
人
が
被
害
者
の
嫡
出
も
し
く
は
非
嫡
の
酒
系
尊

属
、
養
父
母
も
し
く
は
監
護
権
者
で
あ
る
と
き
ま
た
は
そ
の
監
護
を
任
さ
れ
て
そ
の
権
限
を
濫
用
し
た
者
で
あ
る
と
き
。

第
三
三
三
条

十
五
歳
未
満
の
者
以
外
の
者
に
対
し
て
、
暴
行
、
強
制
も
し
く
は
驚
愕
に
よ
っ
て
わ
い
せ
つ
の
行
為
を
し
ま
た
は
し
よ
う
と
試
み

た
者
は
、
三
年
以
上
五
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
六

0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
六

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
一
方
の
み
の
刑
に
処
す
る
。

た
だ
し
、
第
一
項
に
規
定
す
る
わ
い
せ
つ
行
為
ま
た
は
そ
の
未
遂
が
、
次
の
情
況
の
一
の
下
に
犯
さ
れ
た
と
き
は
、
五
年
以
上
十
年
以
下
の
拘
禁

お
よ
び
―
二

0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
―
二

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
一
方
の
み
の
刑
に
処
す
る
。
被
害
者
が
病
気
、
障
害
、
身
体
的

も
し
く
は
精
神
的
障
害
に
よ
り
ま
た
は
妊
娠
の
た
め
特
に
防
禦
能
力
に
欠
け
る
者
で
あ
る
と
き
、
武
器
に
よ
る
脅
迫
を
手
段
と
し
た
と
き
、
犯
人
が

嫡
出
も
し
く
は
非
嫡
の
直
系
尊
属
も
し
く
は
養
父
母
で
あ
る
と
き
、
犯
人
が
被
害
者
に
対
し
て
監
護
権
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
、
犯
人
が
二
人
も

し
く
は
複
数
の
正
犯
も
し
く
は
共
犯
で
あ
る
と
き
、

第
三
三
三
条
の
一

ま
た
は
犯
人
が
監
護
権
の
委
任
を
受
け
こ
れ
を
濫
用
し
た
と
き
。

拷
問
も
し
く
は
野
蛮
な
行
為
が
先
立
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
随
伴
す
る
わ
い
せ
つ
行
為
は
、
無
期
懲
役
に

1
0
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント （上村）

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
九
条

せ
ら
れ
る
。

強
姦
以
外
の
性
的
攻
撃
は
、
次
の
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
き
、
七
年
の
拘
禁
お
よ
び
七

0
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
よ
り
罰

十
五
歳
以
下
の
未
成
年
者

年
令
・
疾
病
・
身
体
障
害
も
し
く
は
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
欠
陥
に
よ
り
著
し
く
傷
つ
き
易
い
人

第
ニ
ニ
ニ
ー
三

0
条

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
九
条
に
定
義
さ
れ
た
犯
罪
は
、
次
の
場
合
、
十
年
の
拘
禁
お
よ
び
一

0
0万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
よ
り
罰
せ

五
武
器
の
使
用
ま
た
は
威
嚇
を
伴
っ
て
犯
さ
れ
た
と
き

四

強
姦
以
外
の
性
的
攻
撃
は
、

五
年
の
拘
禁
お
よ
び
五

0
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
七
に
定
義
さ
れ
た
犯
罪
は
、
次
の
場
合
、
七
年
の
拘
禁
お
よ
び
七

0
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

被
害
者
の
嫡
出
親
子
関
係
に
基
づ
く
・
私
生
親
子
関
係
に
基
づ
く
も
し
く
は
養
子
縁
組
に
基
づ
く
尊
属
に
よ
り
、
ま
た
は
、
被
害
者
に
権
威

正
犯
ま
た
は
共
犯
の
身
分
に
お
い
て
行
為
す
る
複
数
の
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
と
き

職
務
が
付
与
す
る
権
限
を
濫
用
す
る
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
と
き

を
有
す
る
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
と
き

る。

傷
害
ま
た
は
損
傷
を
惹
起
し
た
と
き

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
八
条

第
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
七
条

改
正
刑
法

処
す
る
。
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右
の
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
強
姦
罪
お
よ
び
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
規
定
と
、
日
本
の
刑
法
一
七
七
条
の
強
姦
罪
お
よ
び
一
七
六
条
の
強
制
わ

い
せ
つ
の
規
定
と
を
対
比
す
れ
ば
、

そ
の
差
異
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
同
じ
犯
罪
で
あ
っ
て
も
行
為
の
態
様
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
着
目

し
て
構
成
要
件
を
類
型
化
し
て
詳
細
に
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
刑
罰
を
個
別
化
し
て
い
る
点
が
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の

特
徴
で
あ
る
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
旧
規
定
と
新
規
定
と
を
比
較
し
た
場
合
、
新
刑
法
に
は
い
く
つ
か
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
強
姦
罪

に
つ
い
て
い
え
ば
、
旧
刑
法
で
は
単
純
強
姦
罪
（
三
三
二
条
一
項
）

と
加
重
強
姦
罪
（
三
三
二
条
二
項
）
の
二
類
型
し
か
規
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
新
刑
法
で
は
四
類
型
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
刑
罰
も
旧
刑
法
で
は
単
純
強
姦
罪
が
五
年
以
上
十
年
以
下
、

加
重
強
姦
罪
が
十
年
以
上
二
十
年
以
下
の
拘
禁
の
二
種
類
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
新
刑
法
で
は
単
純
強
姦
罪
が
十
五

ン
の
罰
金
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

第
ニ
ニ
ニ
ー
三
一
条

第
ニ
ニ
ニ
ー
三
一
一
条

第
ニ
ニ
ニ
—
二
七
条
か
ら
第
ニ
ニ
ニ
ー
三

0
条
に
規
定
さ
れ
た
軽
罪
の
未
遂
は
、
同
じ
刑
罰
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

公
衆
の
視
線
を
集
め
や
す
い
場
所
に
お
い
て
他
人
に
目
撃
さ
せ
る
性
的
露
出
行
為
は
、

五
武
器
の
使
用
ま
た
は
威
嚇
を
伴
っ
て
犯
さ
れ
た
と
き

四

被
害
者
の
嫡
出
親
子
関
係
に
基
づ
く
・
私
生
親
子
関
係
に
基
づ
く
も
し
く
は
養
子
縁
組
に
基
づ
く
尊
属
に
よ
り
、
ま
た
は
、
被
害
者
に
権
威

正
犯
ま
た
は
共
犯
の
身
分
に
お
い
て
行
為
す
る
複
数
の
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
と
き

職
務
が
付
与
す
る
権
限
を
濫
用
す
る
者
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
と
き

を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
と
き

傷
害
ま
た
は
損
傷
を
惹
起
し
た
と
き

ら
れ
る
。

一
年
の
拘
禁
お
よ
び
十
万
フ
ラ
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント（上村）

ン
ト
し
た
者
は
、

一
年
の
拘
禁
お
よ
び
十
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。
」

年
、
加
重
強
姦
罪
は
そ
の
程
度
に
対
応
し
て
二
十
年
、
三
十
年
、
無
期
懲
役
の
拘
禁
で
、
合
計
四
種
類
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
新
刑
法
で
は
改
正
理
由
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
犯
罪
類
型
の
増
加
に
伴
っ
て
刑
罰
が
個
別
化
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
最
低

で
も
十
五
年
、
最
高
は
無
期
懲
役
で
、
重
罰
化
の
傾
向
が
き
わ
め
て
顕
著
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
頻
発
し
て
い
る
強
姦
罪
を

最
大
限
に
抑
圧
し
た
い
と
い
う
立
法
者
の
意
思
の
表
れ
で
あ
る
。

旧
刑
法
の
公
然
わ
い
せ
つ
罪
（
三
三

0
条
）
の
規
定
は
、
そ
の
構
成
要
件
が
「
公
然
わ
い
せ
つ
の
行
為
を
し
た
者
」
と
い
う
よ
う
に
漠

然
不
明
確
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
「
公
衆
の
視
線
を
集
め
や
す
い
場
所
に
お
い
て
他
人
に
目
撃
さ
せ
る
性
的
露
出
行
為
」
（
ニ
ニ
ニ
ー
三

二
条
）

攻
撃
」

と
改
め
た
。
刑
罰
も
旧
刑
法
が
三
月
以
上
二
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
五

0
0
フ
ラ
ン
一
五

0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
で
あ
っ
た

一
年
の
拘
禁
お
よ
び
一

0
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
改
め
た
。
そ
し
て
公
然
わ
い
せ
つ
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
規
定
を
「
他
の
性
的

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
下
で
ま
と
め
た
。
ま
た
、
旧
刑
法
で
は
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
規
定
が
三
三
一
条
、
三
三
一
条
の
一
、
三
三
三
条

お
よ
び
三
三
三
条
の
一
に
分
か
れ
複
雑
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
新
刑
法
の
よ
う
に
整
序
し
て
分
か
り
や
す
く
し
た
。
構
成
要
件
は

「
第
三
節

旧
刑
法
と
同
じ
く
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
り
、
刑
罰
も
旧
刑
法
と
大
き
い
違
い
は
な
く
、
強
姦
罪
の
よ
う
に
重
罰
化
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

他
の
性
的
攻
撃
」
に
次
い
で
、
「
第
三
項

強
姦
」
、
「
第
二
項

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア

「
職
務
が
付
与
す
る
権
限
を
濫
用
し
て
、
性
的
性
質
の
好
意
を
得
る
目
的
で
、
命
令
、
脅
迫
も
し
く
は
強
制
に
よ
っ
て
他
人
を
ハ
ラ
ス
メ

こ
の
規
定
は
政
府
の
提
出
し
た
刑
法
改
正
法
案
に
は
な
か
っ
た
が
、

一
九
九
一
年
六
月
ニ
―
日
に
女
性
の
権
利
省
の
元
の
大
臣
イ
ヴ
ェ

性
的
攻
撃
」
は
、
右
に
述
べ
た
「
第
一
項

の
を
、
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国
会
で
の
審
議
の
過
程
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

ト
に
も
関
係
す
る
の
で
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
包
含
さ
れ
る
か

ン
ト
・
ル
ー
デ
ィ
が
法
案
を
審
議
中
の
国
民
議
会
に
追
加
提
案
し
、
両
院
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
新
設
さ
れ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
は
、

「
職
務
が
付
与
す
る
権
限
を
濫
用
す
る
」
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

具
体
的
に
は
職
場
に
お
け
る
使
用
者
と
上
司
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
限
定
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
他
に
も
生
徒
、
学
生
や
借
家
人
に
対
し
て
職
務
上
の
権
限
を
有
す
る
教
師
や
家
主
・
ア
パ
ー
ト
経
営
者
・
管

理
人
等
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
、
処
罰
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
右
の
よ
う
に
職
務
上
の
権
限
を
濫
用
し
て
命
令
、
脅
迫
も
し
く
は
強
制

を
し
、

号
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
他
人
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
い
う
主
観
的
違
法
要
素
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
労
働
法
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

こ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
規
定
は
政
府
の
提
案
し
た
刑
法
改
正
法
案
に
は
な
く
、

必
要
は
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ら
、
独
自
の
規
定
を
設
け
る
必
要
は
な
い
、

こ
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
規
定
を
新
設
す
る

そ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
（
強
姦
以
外
の
性
的
攻
撃
）
が
、
「
職
務
が
付
与
す
る
権
限
を
濫
用
し
た
者
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
と
き
」
は
、
十
年
の
拘
禁
お

よ
び
一

0
0万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
、

「
他
の
性
的
攻
撃
」
罪
を
定
め
て
い
る
第
ニ
ニ
ニ
ー
三

0
条
の
三

と
規
定
し
て
お
り
、

s
i
o
n
s
は
攻
撃
ま
た
は
侵
害
と
い
う
意
味
で
や
や
漠
然
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
加
え
て
「
性
的
性
質
の
好
意

(
f
a
v
e
u
r
s
)
」
を
得
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
反
論
が
可
能
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
「
職
務
が
付

与
す
る
権
限
を
濫
用
」
す
る
と
い
う
構
成
要
件
は
同
じ
で
あ
る
が
、
前
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
性
的
攻
撃
(
a
g
r
e
s
s
i
o
n
s
)
を
行
う
こ
と
が
要
件

と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
命
令
、
脅
迫
も
し
く
は
強
制
に
よ
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

a
g
r
e
s
,
 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
旧
刑
法
の
強
制
わ
い
せ
つ
罪
（
三
三

0
条）

一
四
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適
正
に
処
罰
さ
れ
な
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
。

る。 罰
は
、
十
年
の
拘
禁
お
よ
び
一

0
0万
フ
ラ
ン
の
罰
金
で
あ
る
が
、

は
あ
り
う
る
。

が
、
「
暴
行
、
強
制
も
し
く
は
驚
愕
」
に
よ
っ
て
わ
い
せ
つ
行
為
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
行
為
を
個
別
に
明
示
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
性
的
攻
撃
が
な
さ
れ
る
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
は
推
察
が
つ
く
。
そ
れ
ら
の
行
為
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
構
成
要
件
で
あ
る
「
命
令
、
脅
迫
も
し
く
は
強
制
」
と
は
重
な
り
合
う
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
前
者
の
方
が
行
為

の
違
法
性
の
度
合
い
が
強
く
、

ま
た
後
者
の
方
が
広
い
概
念
で
あ
る
か
ら
、
前
者
に
は
包
摂
さ
れ
な
い
が
後
者
に
は
包
摂
さ
れ
う
る
行
為

右
の
理
由
以
外
に
も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
存
在
理
由
は
あ
る
。
職
務
上
の
権
限
を
濫
用
し
て
行
う
性
的
攻
撃
罪
の
刑

こ
れ
を
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
適
用
す
る
に
は
重
す
ぎ

一
般
的
に
刑
罰
が
重
す
ぎ
る
と
、
実
際
に
犯
罪
が
行
わ
れ
て
も
起
訴
さ
れ
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、

は
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
る
と
被
害
者
は
さ
ら
に
告
訴
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
犯
人
が

一
九
八

0
年
―
二
月
二
三
日
法
律
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
前
の
単
純
強
姦
罪
（
三
三
二

条
）
は
、
十
年
以
上
二
十
年
以
下
の
懲
役
で
あ
っ
た
が
、
改
正
さ
れ
て
五
年
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
に
軽
減
さ
れ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

い
せ
つ
罪
（
三
三
三
条
）

従
来
、
女
性
従
業
員
が
使
用
者
や
上
司
に
よ
っ
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
に
対
し
て
旧
刑
法
の
強
制
わ

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
刑
罰
が
三
年
以
上
五
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
六

0
 0
0
フ
ラ
ン
以
上
六

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
、

(
4
)
 

は
重
す
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
は
そ
の
一
方
の
み
で
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
新
設
さ
れ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
は
、

一
五

と
り
わ
け
性
犯
罪
に
つ
い
て

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
適
用
す
る
に

そ
の
威
力
を
発
揮
し
て
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
将
来
を
予
測
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
し
て
こ
の
規
定
が
独
立
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、

と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
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こ
う
で
あ
る
。
本
論
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
労
働
法
が
改
正
さ
れ
て
い
わ
ゆ
る
代
償
型
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
規
制
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
法
第
―
二
三
ー
一
条
は
、

昇
進
も
し
く
は
労
働
契
約
の
解
除
等
の
雇
用
条
件
に
結
び
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
労
働
法
一
五

二
月
以
上
一
年
の
拘
禁
お
よ
び
二

0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
二

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
ま

右
の
両
規
定
に
該
当
す
る
限
り
に
お
い
て
、
刑
法
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
に
優
先
し
て
右
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
推
測
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
右
の
両
規
定
に
該
当
し
な
い

そ
れ
以
外
の
職
務
上
の
権
限
を

具
体
的
に
は
右
の
よ
う
な
労
働
条
件
に
関
す
る
権
限
は
有
し
な
い
が
、

有
す
る
上
司
に
よ
っ
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
、
非
常
に
限
定
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
の
み
適
用
の
可

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
は
、
刑
法
改
正
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
の
新
設
の
作
業
の

(
1
)

恒
光
徹
訳
「
フ
ラ
ン
ス
一
九
八
六
年
刑
法
典
改
正
法
案
（
一
）
」
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
三
七
巻
一
号
一
六
七
頁
以
下
。
な
お
、
以
下
に
お
い
て
、
新
刑

法
の
条
文
の
訳
は
右
の
資
料
に
、
旧
刑
法
の
条
文
の
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
在
部
編
『
フ
ラ
ン
ス
刑
法
典
』
（
法
曹
会
）
に
依
っ
た
。
た
だ
し
、

一
部
は
変
え
た
。

(
2
)

上
村
貞
芙
「
人
権
と
し
て
の
性
的
自
由
と
強
姦
罪
|
|
ー
欧
米
に
お
け
る
強
姦
罪
の
改
正
を
め
ぐ
っ
て
|_
_
 」
香
川
法
学
七
巻
三
•
四
号
。

(
3
)

過
去
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
刑
罰
が
全
く
科
せ
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
八
四
年
十
二
月
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン

の
経
営
者
が
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
に
「
初
夜
権
」
を
行
使
し
て
、
四

0
0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
、
か
つ
濫
用
的
解
雇
の
た
め
に
二

0
0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
た
ケ
ー
ス
。
ま
た
細
工
品
会
社
の
経
営
者
が
従
業
員
に
対
し
て
「
初
夜
権
」
を
行
使
し
て
三
年
の
懲
役
を
科
さ
れ
た
ケ
ー
ス
。
さ
ら
に
、
運
転
免
許
証
の

検
査
官
が
申
告
者
に
対
し
て
性
的
好
意
を
要
求
し
、
そ
れ
と
引
き
替
え
に
運
転
証
明
書
を
交
付
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
五
年
の
懲
役
に
二
年
の
執
行
猶
予
が

つ
け
ら
れ
た
ケ
ー
ス
等
が
あ
っ
た
。
以
上

Z
e
l
e
n
s
k
y
et 
G
a
u
s
s
o
t
,
 i
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 1

6
9
-
1
7
0
.
 

方
が
、
単
に
時
間
的
に
先
行
し
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
。

能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

範
囲
内
に
お
い
て
、

た
と
え
ば
、

た
は
い
ず
れ
か
一
方
の
刑
に
処
す
る
、

と
規
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、

ニ
ー
一
条
は
、
右
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

い
う
事
実
を
、
採
用
、
報
酬
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
さ
れ
た
も
し
く
は
拒
否
し
た
と

一
六
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント （上村）

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
蔓
延
し
て
い
る
た
め
に
、

メ
ン
ト
が
蔓
延
し
た
た
め
で
あ
る
。
女
性
労
働
者
の
三
人
に
一
人
、

一七

バ
ル
ザ
ッ
ク
や
フ
ロ
ベ
ー
ル
の

フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
こ

D
e
K
e
u
w
e
r
-
D
e
f
o
s
s
e
z
,
 dictionnaire juridique, 
droits d
e
s
 f
e
m
m
e
s
,
 p
p
.
 2

3
3
 
|
 
2
3
5
.
 

労
働
法
を
改
正
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
職
場
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

経
験
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
一
九
八
三
年
の
あ
る
世
論
調
査
は
、

ま
た
は
五
人
に
一
人
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
さ
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
国
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

(
1
)
 

フ
ラ
ン
ス
を
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
呼
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
蔓
延
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
問
題
は
私
的
な
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
法
的
に
規
制
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
と
伝
統
に
起
因
す
る
特
有
の
文
化
的
・
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
り
、
そ
れ
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
「
寛
容
さ
」
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
の
フ
ラ
ン
ス
の
領
主
に
は
「
初

こ
れ
は
農
奴
が
結
婚
す
る
と
き
に
、

夜
権
」

(droit
d
e
 c
u
i
s
s
a
g
e
)
と
呼
ば
れ
る
権
利
が
あ
っ
た
。

っ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
史
実
で
は
な
く
伝
説
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
実
際
に
は
領
主
は
農
奴
か
ら
結
婚
税
を
受
領
す
る
こ
と
で
満
足
し
た

そ
の
妻
と
初
夜
を
す
ご
す
権
利
で
あ

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
世
紀
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
い
わ
ゆ
る
下
女
に
肉
体
関
係
を
強
要
し
た
こ
と
は
、

小
説
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
工
場
主
が
い
わ
ゆ
る
女
工
を
性
の
対
象
に
し
た
こ
と
も
よ
く

（

序

(
4
)
 

改
正
労
働
法
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制
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の
作
用
を
及
ぽ
し
た
が
、

右
の
よ
う
な

E
C
の
一
連
の
活
動
は
、

止
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。

を
性
差
別
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

E
C
委
員
会
は
「
職
場
に
お
け
る
男
女
の
尊
厳
に
関
す
る
勧
告
」
を
出
し
た
。
こ
の
勧
告
に
基
づ
い
て
、

(
2
)
 

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
戦
う
た
め
の
施
策
に
対
す
る
行
動
規
範
」
が
発
表
さ
れ
た
。

三
、
法
律
と
使
用
者
の
責
任

る
詳
細
な
も
の
で
、

ア
メ
リ
カ
の

E
E
O
C
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

一
月
二
七
日
に
、

た
。
そ
し
て
一
九
八
六
年
六
月

う
国
の
内
外
か
ら
の
要
求
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
結
局
、

る
。
今
回
の
法
改
正
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、

で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、

年
五
月
二
九
日
に
、

一
九
八
四
年
―
二
月
一
三
日
に
、

性
の
問
題
に
「
寛
容
な
」

知
ら
れ
て
い
る
。

一
日
に
、

ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

そ
れ
が
今
回
の
微
温
的
な
労
働
法
の
改
正
へ
と
結
実
す
る
わ
け
で
あ

E
C
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制
を
め
ぐ
る
一
連
の
活
動

E
C
委
員
会
は
云
女
性
の
た
め
の
積
極
的
行
動
の
促
進
に
関
す
る
勧
告
」
を
出
し

E
C
議
会
は
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
し
た
が
、

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

一
九
八
七
年
一

0
月
に
、

M
i
c
h
a
e
l
R
u
b
e
n
s
t
e
i
n
が

に
お
け
る
女
性
の
保
護
•
E
C

諸
国
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
つ
い
て
の
報
告
書
」
を
提
出
し
た
。

E
C
閣
僚
理
事
会
は
「
職
場
に
お
け
る
男
女
の
尊
厳
の
保
護
に
関
す
る
理
事
会
決
議
」
を
採
択
し
た
。

四
、
団
体
交
渉

五
、
使
用
者
へ
の
勧
告

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
解
決
す
る
た
め
の
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
と
、

フ
ラ
ン
ス
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
法
律
を
制
定
す
る
た
め
の
プ
ラ
ス

そ
れ
と
は
逆
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た
の
が
、

メ
ン
ト
の
規
制
の
実
態
で
あ
っ
た
。
巨
額
の
賠
償
金
に
象
徴
さ
れ
る
そ
の
厳
し
い
規
制
は
、

フ
ラ
ン
ス
も
、

一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
、

そ
の
再
発
を
防

ま
さ
に
「
大
西
洋
の
向
こ
う
の
幽
霊
」

で
あ

六
、
労
働
組
合
へ
の
勧
告

七
、
従
業
員
の
責
任
」

か
ら
成

こ
の
行
動
規
範
は
、
「
一
、

は
じ
め
に

一
九
九
〇

「
職
場

こ
の
中
に
セ
ク
シ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
べ
き
で
あ
る
と
い

一
八

一
九
九
一
年

「
セ
ク
シ
ュ

二
、
定
義
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント Ct・木寸）

こ。t
 

よ、
,.＇ ま

っ
た
の
は
、

り
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
に
出
現
す
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
は
、
政
府
、
と
り
わ
け
経
済
界
の
願
望
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
結
局
、
今

回
の
労
働
法
改
正
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制
を
出
来
栄
え
の
よ
く
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
国
内
に
も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
立
法
の
制
定
を
促
す
要
因
は
存
在
し
た
。
そ
れ
は
女
性

運
動
で
あ
る
。

ゆ
る
ニ
ュ
ー
ヴ
ィ
ル
ト
法
が
制
定
さ
れ
て
避
妊
が
公
認
さ
れ
、
次
い
で
一
九
七
五
年
の
ヴ
ェ
イ
ユ
法
に
よ
っ
て
一
定
の
条
件
付
き
で
妊
娠

中
絶
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八

0
年
に
は
、
刑
法
の
強
姦
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
規
定
が
改
正
さ
れ
、

は
画
期
的
な
男
女
職
業
平
等
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
、
今
回
の
刑
法
改
正
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

卜
罪
の
新
設
と
、
労
働
法
の
改
正
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制
が
位
置
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
労
働
法
改
正
の
主
役
を
演
じ
た
の
か
、

他
方
、

フ
ラ
ン
ス
の
女
性
運
動
は
、

「
暴
力
、

一
九

一
九
六

0
年
代
に
入
り
、
徐
々
に
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
っ
た
。

ま
ず
一
九
六
七
年
に
い
わ

A
V
F
T
(
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 e
u
r
o
p
e
e
n
n
e
 contre les 
violences faits 
a
u
x
 f
e
m
m
e
s
 

a
u
 travail)
「
職
場
に
お
け
る
女
性
へ
の
暴
力
に
反
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
会
」

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
公
然
と
非
難
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
が
切
っ
掛
け
で
あ
る
。
こ
の
会
議
の
後
に
、

で
あ
る
。

「
女
性
人
権
同
盟
」

(Ligue
d
u
 Droit 
d
e
s
 f
e
m
m
e
s
)
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
国
際
会
議
が
開
か
れ
、

フ
ラ
ン
ス
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
広

(
r
a
)
 

A
V
F
T
が
次
の
三
つ
の
目
標
を
立
て
て
創
設
さ
れ
た
。
第
一
に

職
場
に
お
け
る
女
性
差
別
主
義
の
攻
撃
に
関
し
て
世
論
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
、
第
二
に
今
日
に
お
け
る
こ
の
暴
力
の
増
加
と
そ
の
広

が
り
を
告
発
す
る
こ
と
、
第
三
に
可
能
な
限
り
裁
判
で
私
訴
原
告
人
に
な
り
攻
撃
さ
れ
た
女
性
を
保
護
す
る
こ
と
、

で
あ
る
。

A
V
F
T
 

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
職
場
に
お
け
る
権
力
の
濫
用
」
を
テ
ー
マ
に
し

一
九
八
九
年
三
月
一
七
日
と
一
八
日
に
、

て
国
際
会
議
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
積
極
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
、
問
題
の
解
決
へ
向
け
て
大
き
な
前
進
を
も
た
ら
し

こ
の
場
に
お
い
て
職
場

一
九
八
五
年
一

0
月
三
日
、

パ
リ
に
お
い
て

一
九
八
三
年
に
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に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

右
の
よ
う
に

E
C
と
国
内
の
様
々
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
加
わ
っ
て
、

冗
老
院
と
国
民
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
社
会
問
題

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
た

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

改
正
刑
法
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
も
、

メ
ン
ト
を
規
制
す
る
こ
と
へ
の
一

つ
の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

と
い
う
の
は
、
被
害
を
受
け
た
女
性
は
必
ず
し
も
加
害
者
が
刑

罰
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
仮
に
刑
罰
が
科
さ
れ
た
と
し
て
も
、
自
ら
が
当
面
し
て
い
る
雇
用
上
の
問
題

損
害
賠
償
は
認
め
ら
れ
て
も
復
職
が
困
難
で
あ
る
等
、
被
害
者
の
女
性
を
十
分
に
救
済
す
る
こ
と
が

そ
れ
故
、
労
働
法
を
改
正
し
て
そ
の
不
備
を
是
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

め
の
労
働
法
改
正
の
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、

委
員
会
の
名
に
お
い
て
な
さ
れ
た
報
告
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
を
素
材
に
し
て
、
十
条
か
ら
な
る
改
正
労
働
法
の
逐
条
解
釈
を
す
る
こ
と

煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
議
事
録
を
い
ち
い
ち
引
用
し
な
い
。

(
1
)
N
 
e
l
e
n
s
k
y
 et 
G
a
u
s
s
o
t
,
 
ibid., 
p. 1
6
1
.
 

(
2
)

こ
の
行
動
規
範
は
、

21
世
紀
職
業
財
団
の
前
掲
書
の
四
ニ
ー
五
一
頁
に
そ
の
訳
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

上
村
貞
美
「
フ
ラ
ン
ス
の
妊
娠
中
絶
法
」
香
川
法
学
八
巻
一
号
参
照
。

(
4
)

大
和
田
敢
太
「
フ
ラ
ン
ス
の
雇
用
平
等
法
」
法
律
時
報
五
五
巻
九
号
、
田
端
博
邦
・
茶
置
隆
雄
「
フ
ラ
ン
ス
の
男
女
雇
用
平
等
法
」
労
働
法
律
旬
報
一
〇

七
八
号
参
照
、
林
瑞
枝
「
フ
ラ
ン
ス
の
男
女
職
業
平
等
法
」
季
刊
労
働
法
一
―
―
九
号
、
神
尾
真
知
子
「
フ
ラ
ン
ス
一
九
八
三
年
男
女
雇
用
平
等
法
の
適
用
上

の
問
題
点
」
婦
人
労
働
一

0
号
、
神
尾
真
知
子
「
フ
ラ
ン
ス
の
男
女
職
業
平
等
」
女
性
空
間
一

0
号。

(
5
)
N
 
e
l
e
n
s
k
y
 et 
G
a
u
s
s
o
t
,
 
ibid., 
p. 1
6
6
.
 

(
6
)

こ
の
国
際
会
議
の
成
果
の
到
達
点
が
、

A
V
F
T
,
D
e
 l'abus d
e
 p
o
u
v
o
i
r
 s
e
x
u
e
l
と
い
う
書
物
で
あ
る
。

(
7
)
 
J
o
u
r
n
a
l
 
officiel 
d
e
 la 
r
e
p
u
b
l
i
q
u
e
s
 frarn;aise, 
D
e
b
a
t
s
 p
a
r
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
s
,
 
S
e
n
a
t
,
 
n
。

350,
n
。4

4
4
,

A
s
s
e
m
b
l
e
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
e
,
 
n°2809, 
n
。

2850, 
n
。
2975.
な
お
、
本
法
律
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
柴
山
恵
美
子
編
著
『
新
・
世
界
の
女
た
ち
は
い
ま
』
（
フ
ラ
ン
ス
・
神
尾
真
知
子
執
筆
）
、
山
崎
文

ト
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
た
場
合
に
、

が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
法
に
は
不
備
が
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

さ
ら
に
、

労
働
法
を
改
正
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

二
0

14-1 -20 (香法'94)



フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント（上村）

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

夫
「
外
国
労
働
判
例
研
究
⑦
フ
ラ
ン
ス
、
セ
ク
ハ
ラ
被
害
者
の
懲
戒
と
配
転
」
労
働
法
律
旬
報
一
三
二
三
号
に
言
及
し
て
あ
る
。

本
法
律
の
正
式
名
は
、
「
労
働
関
係
に
お
け
る
性
に
関
す
る
権
限
濫
用
に
つ
い
て
、
労
働
法
お
よ
び
刑
事
訴
訟
法
を
改
正
す
る
一
九
九
二

年
―
一
月
二
日
法
律
第
九
ニ
ー
一
―
七
九
号
で
あ
る
。

労
働
法
第
一
巻
第
二
部
第
二
章
第
六
節
に
、
以
下
の
三
条
が
加
え
ら
れ
る
。

使
用
者
、
そ
の
代
理
人
そ
の
他
の
者
が
、
そ
の
職
務
が
付
与
す
る
権
限
を
濫
用
し
て
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
、

性
的
性
質
の
好
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
労
働
者
に
対
し
て
命
令
・
脅
迫
・
強
制
を
し
、

も
し
く
は
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
圧
力
を
加
え
て
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
し
た
場
合
、
当
該
労
働
者
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と
、
も
し
く
は
そ
れ
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
罰
さ
れ
た
り
、
解
雇
さ

第
―
ニ
ニ
ー
四
六
条
の
一
項
の
解
釈
で
は
、

ま
ず
行
為
の
主
体
、
す
な
わ
ち
加
害
者
が
誰
か
が
問
題
に
な
る
。
職
務
が
付
与
す
る
権
限

(autorite)
を
濫
用
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
権
限
の
濫
用
が
キ
イ
ー
概
念
で
あ
る
。
権
限
の
濫
用
と
い
う
の
は
、
第
一
に

当
事
者
の
資
格
、
第
二
に
濫
用
的
行
為
の
性
質
、
第
三
に
格
別
の
利
益
の
追
求
、
の
三
つ
の
要
因
に
も
と
づ
く
。
当
事
者
は
法
律
上
の
従

属
関
係
に
あ
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
従
属
関
係
に
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
従
属
し
た
労
働
者
に
対
し
て
職
務
上
の
権
限
を
有
す

第
―
ニ
ニ
ー
四
六
条

第
一
条

②

逐

条

解

釈
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用
者
は
、

し
責
任
を
有
す
る
」
と
明
示
的
に
規
定
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
性
差
別
禁
止
法
の
二
八
条
は
、

に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。
切

四
七
・
三
条

当
該
人
の
被
用
者

当
該
人
を
雇
用
す
る
者
の
被
用
者
」

こ
の
⑮
の
中
に
は
上
司
だ
け
で
な
く
同
僚
も
含
ま
れ
る
。
改
正
カ
ナ
ダ
労
働
法
は
、
「
二
四
七
・

2
条

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
雇
用
を
保
証
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
主
体
を
限
定
し
て
い
な
い
。

こ
の
法
案
は

ま
た
、

「ニ

全
て
の
使
用
者
は
、
被
用
者
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ

る
適
切
な
努
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
包
括
的
な
規
定
を
し
て
い
る
。

次
に
解
釈
上
問
題
に
な
る
の
は
企
業
外
の
人
、

と
く
に
顧
客
で
あ
る
。
彼
ら
は
本
法
の
規
制
対
象
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
も
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
法
案
の
審
議
過
程
に
お
い
て
、

そ
の
よ
う
な
人
を
規
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
と
い
う
報
告
者
の
見
解
も
述
べ
ら
れ
た
が
、
別
の
報
告
者
の
意
見
に
よ
れ
ば
、

と
規
定
し
て
い
る
が
、

全
て
の
被

(b) 

「
口
人
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

定
し
て
い
な
い
し
、

そ
れ
に
加
え
て
、

ヽ
｀
~

「

a
被
用
者
の
行
為
に
関
し
、
…
…
使
用
者
は
、

か
か
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対

比
較
法
的
に
考
察
し
た
場
合
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
右
の
点
は
不
十
分
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
。

る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

る
者
は
、

典
型
的
に
は
使
用
者
と
上
司

(
u
n
s
u
p
e
r
i
e
u
r
 h
i
e
r
a
r
c
h
i
q
u
e
)
で
あ
る
。

二
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
審
議
の
過
程
で
修
正
さ
れ
て
、
「
そ
の
他
の
者
」
（
直
訳
す
る
と
、
「
す
べ
て
の
者
」
）
（
t
o
u
t
p
e
r
s
o
n
n
e
)
 

が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

解
釈
上
問
題
に
な
る
の
は
、

ま
ず
第
一
に
職
場
の
同
僚
で
あ
る
。

そ
の
た
め
政
府
提
出
法
案
で
は
行
為
の
主
体
が
こ
の

フ
ラ
ン
ス
法
の
場
合
に
は
、
同
僚
は
行
為
の
主
体
に
な
り
え
な
い
。

と
い
う
の
は
、
同
僚
は
他
の
労
働
者
に
対
し
て
職
務
上
付
与
さ
れ
た
権
限
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
僚
を
対
象
外
に
し

た
の
は
、
同
僚
か
ら
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
た
労
働
者
は
、
本
法
律
の
規
定
に
よ
ら
な
く
と
も
個
別
の
防
禦
手
段
を
有
す

ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
主
体
を
限
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い
う
の
は
自
明
で
あ
る
し
、

の
で
対
象
に
な
る
。

た
と
え
ば
契
約
書
の
署
名
あ
る
い
は
重
要
な
取
引
の
締
結
が
行
わ
れ
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
顧
客
が
圧
力
等
を
加
え
る
こ
と
は
、
相
手
方

一
九
九
一
年
―
二
月
一
三
日
の
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
場
合
に
行
為
の
性
質
に

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
と
す
る
。

一
八
歳
か
ら
四

0
歳
ま
で
の
女
性
一

0
0
0人
に
対
し
て
行
わ
れ
た

l'Institut

H
a
r
r
i
s
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
加
害
者
は
使
用
者
自
身
が
二
九
％
、
上
司
が
二
六
％
、
ひ
ん
ぱ
ん
な
顧
客
が
二
七
％
、
同
僚
が
二
二

％
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
顧
客
が
本
法
の
規
制
対
象
外
で
あ
る
と
す
る
と
、
同
僚
と
合
わ
せ
て
半
分
の
ケ
ー
ス
し
か
規
制
さ
れ
な
い
こ
と

ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
「
い
…
…
使
用
者
は
、
被
用
者
で
な
い
者
の
行
為
に
対
し
て
も
ま
た
、
責
任
を
有
す
る
」
と
し
て
い

る
か
ら
、
顧
客
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
は
対
象
に
し
て
い
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

次
に
行
為
の
性
質
に
関
し
て
は
、

に
さ
せ
た
り
、

歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

か
で
な
い
。
具
体
的
に
は
、

カ
ナ
ダ
法
は
包
括
的
な

ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
に
よ
れ
ば
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
、
日
本
の
労
働
省

の
定
義
に
よ
れ
ば
「
相
手
方
の
意
に
反
し
た
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
改
正
カ
ナ
ダ
労
働
法
の
二
四
七
・
一
条
は
、
「
①

又
は
屈
辱
感
を
与
え
る
よ
う
な
場
合
」
と
性
格
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

被
用
者
を
不
快

つ
い
て
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
「
権
限
を
濫
用
し
て
」
と
い
う
規
定
で
十
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

な
い
し
相
手
方
の
意
に
反
し
て
い
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で

行
為
の
目
的
な
い
し
動
機
に
つ
い
て
は
、
「
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
」
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
「
自
己
の
た
め
に
」
と

こ
れ
が
最
も
多
い
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
第
三
者
の
た
め
に
」
と
い
う
の
は
、
今
―
つ
明
ら

た
と
え
ば
上
司
が
使
用
者
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
上
司
も
し
く
は
使
用
者
が
重
要
な
顧
客
の
た
め
に
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

に
な
り
、
本
法
の
実
効
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

因
み
に
、

労
働
者
に
対
し
て
権
限
を
行
使
す
る
立
場
に
あ
る
か
ら
、

い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
三
者
の
た
め
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

三

L
o
u
i
s
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行
動
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
れ
ば
、

な
行
為
、

の
で
あ
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

次
に
「
性
的
性
質
の
好
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
」
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
言
葉
に
本
法
の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
る
。

表
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、

と
こ
ろ
で
性
的
性
質
の
好
意

(faveurs)
と

「
大
西
洋
の
向
こ
う
の
幽

霊
」
が
フ
ラ
ン
ス
に
出
現
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
規
制
対
象
を
で
き
る
だ
け
限
定
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
の

f
a
v
e
u
r
s
に
は
「
（
女
が
男
に
与
え
る
）
愛
情
の
印
」
、
英
語
の

f
a
v
o
r
s
に
は
「
（
女
が
男

に
許
す
）
情
交
の
同
意
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
、
典
型
的
に
は
性
交
の
同
意
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
に
限
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
「
身
体
に
よ
る
行
為
」

(acte
p
h
y
s
i
q
u
e
)
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
。

規
制
の
対
象
と
さ
れ
る
行
為
の
限
定
は
さ
ら
に
続
く
。
右
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
、
「
命
令
・
脅
迫
・
強
制
を
し
、

る
性
質
の
圧
力
を
加
え
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
初
の
三
つ
の
行
為
類
型
は
改
正
刑
法
に
新
設
さ
れ

た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
「
圧
力
を
加
え
」
る
と
い
う
の
が
労
働
法
に
新
た
に
追
加

こ
の
圧
力
は
文
字
通
り
ど
の
よ
う
な
性
質
で
あ
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
肉
体
的
、
道
徳
的
も
し
く
は
精
神
的
な
も

的
接
近
、
性
的
好
意
の
要
求
、

右
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
法
で
規
制
さ
れ
て
い
る
行
為
は
著
し
く
限
定
的
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「
歓
迎
さ
れ
な
い
性

な
ら
び
に
性
的
性
質
を
も
つ
他
の
言
葉
も
し
く
は
身
体
に
よ
る
行
為
」
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
は
、
「
歓
迎

さ
れ
な
い
性
的
接
近
を
し
、
も
し
く
は
性
的
好
意
に
つ
き
歓
迎
さ
れ
な
い
要
求
を
行
い
、

い
性
的
性
質
の
行
為
」
、

カ
ナ
ダ
法
は
、
「
こ
の
項
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
性
的
性
質
を
有
す
る
以
下
の
よ
う

コ
メ
ン
ト
、
身
ぶ
り
、

ま
た
は
接
触
を
意
味
す
る
」
、

日
本
の
労
働
省
の
定
義
は
、
「
相
手
方
の
意
に
反
し
た
、
性
的
な
性
質
の

フ
ラ
ン
ス
法
の
規
制
範
囲
の
狭
さ
が
一
層
際
立
っ
て
い
る
。

ス
メ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
余
り
多
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ま
た
は
他
人
に
関
し
て
そ
の
他
の
歓
迎
さ
れ
な

フ
ラ
ン
ス
政
府
が

も
し
く
は
あ
ら
ゆ

ニ
四

こ
の
言
葉
に
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い
ず
れ
に
し
ろ
、

こ
の
二
項
の
規
定
は
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

修
正
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

た
と
え
ば
、

が
、
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、

公
然
と
な
さ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
構
成
要
件
を
検
討
し
た
が
、

ま
と
め
て
み
る
と
、
第
一
に
権
限
を
濫
用
す
る
こ
と
、
第
二

に
性
的
性
質
の
好
意
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
、
第
三
に
圧
力
等
を
加
え
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
、

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
構
成
要
件
を
厳
格
に
定
義
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
該
当
す
る
行
為
は
少
な
く
な
り
、

て
規
制
さ
れ
な
い
行
為
が
多
く
な
る
。
労
働
法
の
改
正
に
よ
る
今
回
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制
が
、
微
温
的
な
も
の
に

と
ど
ま
る
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

い
か
な
る
労
働
者
も
、
前
段
落
で
定
め
ら
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
証
言
も
し
く
は
詳
細
に
語
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
二
項
は
、
他
国
の
法
律
に
は
見
ら
れ
な
い
特
筆
に
値
す
る
規
定
で
あ
る
。

う
意
味
で
あ
る
。

二
五

と
い
う
三
段
階
構
造
に

そ
れ
に
反
比
例
し

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
事
柄
の
性
質
上
、

ひ
そ
か
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
裁
判
で
加
害
者
が
事
実
を
争
っ
た
場
合
に
、
被
害
者
は

そ
れ
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
物
的
な
証
拠
が
な
い
も
し
く
は
少
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
の
で
、
証
人
の
証
言
に
依
存
す
る
比

重
が
こ
の
種
の
事
件
で
は
高
い
。
そ
こ
で
被
害
者
を
実
効
的
に
救
済
す
る
た
め
に
は
、
証
人
も
保
護
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
た

め
に
こ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
は
証
人
だ
け
で
は
な
い
。
政
府
の
法
案
に
は
な
か
っ
た

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
詳
細
に
語
っ
た
」

(ou
les 
a
 relates)
人
も
保
護
さ
れ
る
よ
う
に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
目
撃
し
な
か
っ
た
の
で
証
人
に
は
な
れ
な
い
が
、
被
害

者
か
ら
話
を
聞
き
、
加
害
者
を
制
裁
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
使
用
者
に
通
知
す
る
た
め
に
詳
細
に
語
っ
た
場
合
に
も
、
保
護
さ
れ
る
と
い

処
罰
さ
れ
た
り
、
解
雇
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
―
ニ
ニ
ー
四
六
条
二
項

以
上
、
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そ
れ
を
承
け
て
三
項
で
は
、

う
こ
と
を
確
認
す
る
意
味
で
宣
言
し
て
い
る
。
本
法
の
意
義
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
濫
用
的
解
雇
」
(
l
i
c
e
n
c
i
e
m
e
n
t

abusif)
と
し
て
解
雇
が
取
消
さ
れ
る
た
め
に
は
、

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
を
原
告
が
負
う
。
仮
に
そ
れ
を
立
証
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
も
、
損
害
賠
償
は
支
払
わ
れ
る
が
、
復
職
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

右
の
一
項
、

一
項
と
二
項
に
お
い
て
、
処
罰
さ
れ
た
り
、
解
雇
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
反
す
る
処
分
や
法
律
行
為
、
具
体
的
に
は
懲
戒
処
分
、

と
り
わ
け
解
雇
が
当
然
に
無
効
で
あ
る
と
い

「
実
質
的
か
つ
重
大
な
原
因
」

(
c
a
u
s
e
reel et serieux)
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
証

そ
れ
だ
け
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に
と
っ
て
、
本

二
項
、
三
項
と
後
述
す
る
本
法
の
二
条
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
労
働
法
第
―
二
三
ー
一
条
は
、

メ
ン
ト
を
個
人
の
雇
用
条
件
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
、
環
境
型
で
は
な
く
代
償
型
の
み
を
フ
ラ
ン
ス
法
は
規
制
し
て

な
お
政
府
法
案
に
は
な
か
っ
た
が
、
審
議
の
過
程
で
元
老
院
が
追
加
提
案
を
し
、

そ
れ
を
国
民
議
会
が
削
除
し
た
規
定
が
、

（
旧
）
刑
法
三
七
―
―
一
条
の
規
定
は
前
二
項
に
お
い
て
対
象
と
さ
れ
た
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

方
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
裁
判
所
職
員
、
行
政
警
察
職
員
、
司
法
警
察
職
員
、
所
管
の
権
限
を
遂
行
し
若
し
く
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
す

べ
て
の
官
憲
、
上
命
下
服
の
関
係
に
あ
る
上
司
ま
た
は
被
説
告
者
の
使
用
主
に
諌
告
し
た
者
は
、
六
月
以
上
五
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
五

0
0
フ
ラ

刑
法
三
七
三
条
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

い
る
こ
と
に
な
る
。

規
定
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
い
え
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

第
―
ニ
ニ
ー
四
六
条
三
項
そ
れ
に
反
す
る
処
分
も
し
く
は

（
法
律
）
行
為
は
、
当
然
に
無
効
で
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

二
六

こ
の
後
に
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もヽ 懲
戒
処
分
に
つ
い
て
、
労
働
法
―
ニ
ニ
ー
四

0
条
は
、
労
働
者
の
行
為
が
使
用
者
に
よ
っ
て
過
失
が
あ
る

(fautif)
と
み
な
さ
れ
た
場
合

と
る
こ
と
が
で
き
る
、 口

頭
の
注
意
の
ほ
か
、
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
存
在
、
そ
の
職
務
、
職
歴
、
報
酬
に
影
響
を
与
え
る
性
質
の
措
置
を

と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
は
、
本
法
律
改
正
に
よ
っ
て
―
ニ
ニ
I

四
七
条
が
新
設
さ
れ
な
く
て

こ
の
―
ニ
ニ
ー
四

0
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、

に
、
使
用
者
は
、

こ
の
規
定
は
、

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
削
除
さ
れ
た
規
定
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
虚
偽
の
申
告
を
す
れ
ば
説
告
罪
が
適
用
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

こ
の
経
緯
の
中
に
元
老
院
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
制
に
熱
心
で
な
か
っ
た
こ
と
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
元
老
院
が
こ
の
規
定
を
わ
ざ
わ
ざ
追
加
提
案
し
た
の
は
、
行
き
過
ぎ
を
避
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
で
あ
る
と
い
う

の
は
容
易
に
推
測
さ
れ
う
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
こ
の
規
定
が
存
置
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

二
七

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
さ

れ
た
労
働
者
が
被
害
を
訴
え
る
の
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
の
は
、
被
害
の
立
証
の
困
難
さ
も
加
わ
っ
て
、
目
に
見
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の

規
定
は
、
被
害
者
の
訴
え
が
真
実
で
な
い
と
疑
う
こ
と
を
、
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
被
害
者
を
救
済
し
、

第
―
ニ
ニ
ー
四
七
条

め
削
除
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

と
す
る
な
ら
ば
、
職
場
に
お
け
る

そ
れ
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
の
法
律
の
目
的
を
阻
害
す
る
危
険
が
あ
る
と

―
ニ
ニ
ー
四
六
条
に
規
定
さ
れ
た
不
正
行
為
を
行
っ
た
す
べ
て
の
労
働
者
は
、
規
律
上
の
制
裁
を
受
け
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
労
働
者
は
使
用
者
か
ら
懲
戒
処
分
を
受
け
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
労
働
者
に
対
し
て
懲
戒
処
分
を
す
る
こ
と
が

ン
以
上
二

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
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本
規
定
に
よ
っ
て
、
使
用
者
が
予
防
義
務
を
負
う
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
、

働
者
に
懲
戒
処
分
を
し
な
か
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
、
使
用
者
は
民
事
責
任
を
負
う
か
ど
う
か
、

と
、
使
用
者
に
は
予
防
義
務
が
あ
る
か
ら
、

償
を
請
求
で
き
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
権
限
を
濫
用
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
、
明
示
的
で
あ
れ

暗
黙
で
あ
れ
防
止
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
職
場
の
雰
囲
気
を
是
認
し
た
こ
と
に
な
り
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
使
用
者
に
責
任
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
別
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
労
働
者
を
解
雇
す
る
義
務
も
配
転
す
る
義
務
も
負
わ
な
い
。
「
要
す
る
に
、
予
防
も
制
裁
も
、
す
べ
て
企
業
の
長
の

態
度
次
第
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
条
文
の
原
文
は
、

II
a
p
p
a
r
t
i
e
n
t
 a
u
 c
h
e
f
 d
'
e
n
t
r
e
p
r
i
s
e
 d
e
 p
r
e
n
d
r
e
…
と
な
っ
て
お
り
、

直
訳
す
る
と
、
「
…
…
と
る
こ
と
は
、
企
業
の
長
に
属
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
限
の
所
在
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ

て
、
義
務
を
課
し
た
も
の
と
は
文
理
上
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
後
者
の
解
釈
が
正
し
い
と
い
え
る
。

―
ニ
ニ
ー
四
八
条

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
た
労
働
者
は
、

一
定
の
場
合
に
、
使
用
者
に
損
害
賠

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
説
に
よ
る

―
ニ
ニ
ー
四
七
条
を
新
設
し
た
こ
と
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
労

そ
の
趣
旨
を
確
認
し
た
こ
と
以
上
の
意
味
は
な
い
の

こ
の
規
定
を
新
設
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し

た
労
働
者
に
対
し
て
懲
戒
処
分
を
す
る
義
務
を
負
っ
た
こ
と
に
な
る
の
か
否
か
の
解
釈
如
何
に
よ
る
。
審
議
の
議
事
録
を
読
む
限
り
に
お

い
て
は
、
使
用
者
に
そ
の
よ
う
な
義
務
を
負
わ
せ
た
と
い
う
制
定
者
の
意
思
は
読
み
取
れ
な
い
し
、
ま
た
本
法
律
を
解
説
し
た
論
文
で
も

そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
確
認
す
る
意
味
で
明
示
し
た
こ
と
以
上
の
意
味
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

使
用
者
は
、
前
二
条
に
係
る
行
為
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
。

ニ
八
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と
く
に
採
用
、
報
酬
、
職
業
訓
練
、
配
属
、
資
格
、
格
付
け
、
昇
進
、
異
動
、
労
働
契
約
の
解
除
も
し
く
は
更
新
ま
た
は
規
律
上
の
制
裁
に
関
し

て
決
定
す
る
た
め
に
、
当
該
労
働
者
が
L
―
ニ
ニ
ー
四
六
条
に
規
定
さ
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
り
、
そ
れ
を
拒
絶
し
た
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ

労
働
法
L
ニ
―
―
―
―
ー
一
条
に
以
下
の
段
落
が
加
え
ら
れ
る
。

第
二
条

規
定
と
比
較
す
れ
ば
、

き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
法
の
規
定
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

E
C
の
行
動
規
範
に
比
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
予
防
策
に
つ
い
て
、
「

S

除
す
る
最
善
の
方
法
は
予
防
策
を
講
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
使
用
者
は
当
該
問
題
を
積
極
的
に
提
起
し
、
強
く
反
対
を
表
明
し
、
適
切
な
制

裁
を
加
え
、
第
七
編
の
下
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
を
提
起
す
る
権
利
お
よ
び
そ
の
方
法
を
被
用
者
に
周
知
さ
せ
、

べ
て
に
自
覚
を
う
な
が
す
方
法
を
展
開
す
る
等
、

右
の
使
用
者
の
責
任
に
つ
い
て
も
、

二
九

な
ら
び
に
関
係
者
す

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

と
る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
強
い
調
子
で
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
に
お
い
て
、
「
…
…
使
用
者
が
当
該
行
為
の
発
生
を
知
っ
て
い
た
か
、

ま
た
は
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
…
…
責
任
を
有
す
る
」
と
、
使
用
者
責
任
に
つ
い
て
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。

E
C
の
行
動
規
範
も
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
従
業
員
の
違
法
行
為
の
ひ
と
つ
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
は
従
業
員
に
対
す

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
従
業
員
に
つ
い
て
他
の
違
法
行
為
と
同
様
に
、
こ
れ
に
対
処
す
る
責
任
を
有
す
る
」

と
し
た
上
で
、
囚
予
防
に
つ
い
て
、
（
方
針
、
旧
方
針
の
周
知
、
皿
責
任
、
的
訓
練
の
各
々
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

フ
ラ
ン
ス
法
は
相
当
後
退
し
て
い
る
と
い
え
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
排
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な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

本
法
典
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

り
、
何
人
も
、
④
当
該
労
働
契
約
の
特
色
如
何
に
よ
ら
ず
、
求
人
に
際
し
も
し
く
は
雇
い
入
れ
に
関
す
る
他
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
広
告
に
お
い
て
求

職
者
の
性
別
あ
る
い
は
家
庭
状
況
を
記
載
し
ま
た
は
記
載
さ
せ
る
こ
と
、
R
性
別
ま
た
は
家
庭
の
状
況
を
考
慮
に
入
れ
も
し
く
は
性
別
ま
た
は
家

庭
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
選
択
基
準
を
根
拠
に
、
労
働
者
の
雇
い
人
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
、
お
よ
び
配
転
を
通
告
す
る
こ
と
、
労
働
契
約
を
解
除

し
も
し
く
は
そ
の
更
新
を
拒
絶
す
る
こ
と
、
①
労
働
者
の
性
別
を
考
慮
し
て
、
と
く
に
、
報
酬
、
職
業
訓
練
、
配
属
、
資
格
、
格
付
け
あ
る
い
は
昇

進
も
し
く
は
配
転
に
関
し
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
代
表
的
な
使
用
者
団
体
お
よ
び
労
働
者
団
体
の
意
見
を
聴
い
た
後
、
そ
の
遂
行
に

関
し
い
ず
れ
か
の
性
へ
の
所
属
が
決
定
的
な
条
件
を
な
す
職
業
お
よ
び
職
業
活
動
の
一
覧
表
を
決
定
す
る
。
同
一
覧
表
は
、
同
じ
形
式
で
定
期
的
に

改
訂
さ
れ
る
。

な
お
、
労
働
法

L
一
五
ニ
ー
一
条
は
、
右
の
差
別
禁
止
を
実
効
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
刑
罰
を
規
定
し
て
い
る
。

第
―
二
三
ー
一
条
の
規
定
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
違
反
は
、
二
月
以
上
一
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
二

0
0
0
フ
ラ
ン
以
上
二

0
0
0
0
フ
ラ
ン
以

労
働
法

L
ニ
ニ
ニ
ー
一
条
は
、

を
証
言
し
た
り
、
詳
細
に
語
っ
た
と
い
う
事
実
を
、
何
人
も
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
九
八
三
年
七
月
十
三
日
の
い
わ
ゆ
る
男
女
職
業
平
等
法
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
規
定
で
、
次
の
よ
う

い
ず
れ
か
の
性
へ
の
所
属
が
、
雇
用
あ
る
い
は
職
業
活
動
の
遂
行
の
決
定
的
な
条
件
で
な
い
限

三
〇
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント （上村）

の
各
規
定
か
ら
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
個
人
の
雇
用
条
件
に
結
び
つ
け
る
代
償
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

的
な
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
の
中
で
も
画
期
的
で
あ
る
、

労
働
法
L
―
二
三
ー
六
条
の
最
終
行
に
以
下
の
段
落
が
加
え
ら
れ
る
。

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

労
働
者
の
た
め
に
提
起
さ
れ
る
L
―
二
三
ー
一
条
の
最
終
段
落
か
ら
生
じ
る
訴
訟
に
関
し
て
は
、
組
合
組
織
は
当
該
労
働
者
の
書
面
に
よ
る
同

労
働
法
L
―
二
三
ー
六
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

当
該
企
業
で
代
表
的
な
組
合
組
織
は
、
そ
の
企
業
の
労
働
者
の
た
め
に
、
同
人
が
書
面
で
通
知
を
う
け
、
か
つ
組
合
組
織
が
そ
の
意
思
を
知
ら
せ

た
日
か
ら
、
五
日
以
内
に
反
対
し
な
い
場
合
、
当
該
労
働
者
の
委
任
な
し
に
、

L
―
二
三
ー
一
条
、

L
一
四

O
I
二
条
か
ら

L
一
四

O
I
四
条
ま
で

意
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
条

ト
が
禁
止
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
違
反
に
対
し
て
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
点
は
他
国
に
も
例
が
な
く
、
微
温

右
の
改
正
に
よ
っ
て
、

下
の
罰
金
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
の
刑
に
処
す
る
。
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条
の
六
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

刑
事
訴
訟
法
の
二
条
の
一
か
ら
六
は
、

る。
刑
事
訴
訟
法
二
条
の
六
に
以
下
の
段
落
が
加
え
ら
れ
る
。

第
四
条

当
該
労
働
者
は
常
に
、
組
合
組
織
が
提
起
し
た
訴
訟
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
訴
訟
に
関
し
て
、
労
働
組
合
に
当
事
者
適
格
を
付
与
し
た
規
定
で
あ
る
。

大
い
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

し
て
加
害
者
を
制
裁
す
る
た
め
に
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

~ セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
た
女
性
労
働
者
が
、
恥
か
し
さ
や
屈
辱
感
の
た
め
に
、
自
ら
進
ん
で
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
断
念
す
る
こ
と
は
、

そ
の
場
合
に
、
労
働
組
合
が
代
わ
っ
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
、
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
に
、

そ

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
法
L
―
二
三
ー
一
条
の
最
終
段
落
お
よ
び
公
務
員
の
権
利
と
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七
月
十
三
日
法
律
八
三
I

六

三
四
号
第
六
条
の
最
後
の
四
段
落
の
規
定
の
違
反
に
関
し
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
本
人
の
書
面
に
よ
る
同
意
、
本
人
が
未
成
年
者
で
か
つ

本
人
の
意
思
を
聴
取
し
た
後
に
、
親
権
者
ま
た
は
法
定
代
理
人
の
書
面
に
よ
る
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
明
し
た
な
ら
ば
、
団
体
の
訴
え
は
受
理
さ
れ

一
定
の
要
件
を
具
備
し
た
各
種
の
団
体
に
私
訴
原
告
人
と
同
じ
権
利
を
付
与
し
た
規
定
で
、
ニ

14-1 -32 (香法'94)



フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント（上村）

第
一
節
差
別

第
五
章

序
さ
れ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

た
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

規
約
に
お
い
て
、
性
ま
た
は
風
習
に
も
と
づ
く
差
別
と
た
た
か
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
適
式
に
届
け
出
ら
れ
、
設
立
後
五
年
を
経
過
し
た
す
べ
て

の
団
体
は
、
刑
法
第
一
八
七
ー
一
条
、
第
一
八
七
条
の
二
、
第
一
六
条
一
項
・
ニ
項
・
三
項
な
ら
び
に
第
四
一
六
条
の
一
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
採

用
の
拒
否
、
解
雇
も
し
く
は
雇
用
の
申
込
み
に
関
す
る
条
文
お
よ
び
労
働
法
L
―
二
三
ー
一
条
に
定
め
る
違
反
に
関
し
、
私
訴
原
告
人
に
承
認
さ
れ

本
条
の
立
法
趣
旨
は
前
条
の
第
三
条
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
者
に
代
わ
っ
て
一
定
の
要
件
を
具
備
し
た
団
体
に
私
訴
原
告

人
と
同
じ
権
利
を
認
め
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
を
制
裁
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
刑
事
訴
訟
法
二
条
の
一
で
は
人
種
差
別
と
闘
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
に
、
二
条
の
二
で
は
性
暴
力
と
闘
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
団
体
に
、
同
じ
権
利
を
承
認
し
て
い
る
。

な
お
、
刑
法
の
第
一
八
七
条
の
一
、
第
一
八
七
条
の
二
、
第
四
一
六
条
、
第
四
一
六
条
の
一
は
、
刑
法
改
正
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
整

人
の
尊
厳
へ
の
侵
害

第
二
二
五
ー
一
条

出
身
、
性
別
、
家
族
状
況
、
風
習
、
政
治
的
意
見
、
組
合
活
動
ま
た
は
特
定
の
民
族
・
国
民
・
人
種
も
し
く
は
宗
教
へ
の
真

の
も
し
く
は
仮
定
的
な
帰
属
・
非
帰
属
を
理
由
と
し
て
、
自
然
人
の
間
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
区
別
は
、
差
別
を
構
成
す
る
。

已
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②
同
様
に
、
構
成
員
ま
た
は
そ
の
一
部
の
出
身
、
性
別
、
家
族
状
況
、
風
習
、
政
治
的
意
見
、
組
合
活
動
ま
た
は
特
定
の
民
族
・
国
民
・
人
種
も
し

く
は
宗
教
へ
の
真
の
も
し
く
は
仮
定
的
な
帰
属
・
非
帰
属
を
理
由
と
し
て
、
法
人
の
間
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
区
別
も
差
別
を
構
成
す
る
。

第
二
二
五
ー
ニ
条

禁
と
二

0
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。

財
物
ま
た
は
役
務
の
提
供
に
、
第
二
二
五
ー
一
条
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
諸
要
素
の
ひ
と
つ
に
基
づ
く
条
件
を
付
す
行
為

雇
用
の
提
供
に
、
第
二
二
五
ー
一
条
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
諸
要
素
に
基
づ
く
条
件
を
付
す
行
為

第
二
二
五
ー
三
条

自
然
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
行
わ
れ
る
第
二
二
五
ー
一
条
に
定
義
さ
れ
た
差
別
は
、
次
の
行
為
か
ら
成
る
場
合
、
二
年
の
拘

一
、
差
別
が
死
亡
の
危
険
、
肉
体
的
完
全
性
を
侵
害
す
る
危
険
ま
た
は
労
働
不
能
も
し
く
は
廃
疾
の
危
険
の
予
防
と
保
証
を
目
標
と
す
る
行
動
か

二
、
差
別
が
、
労
働
法
第
四
編
第
二
巻
の
枠
内
も
し
く
は
公
務
に
関
す
る
一
般
規
程
を
目
的
と
す
る
法
律
の
枠
内
に
お
い
て
、
医
学
的
に
確
認
さ

れ
た
不
適
性
に
も
と
づ
く
採
用
の
拒
否
も
し
く
は
解
雇
か
ら
成
り
立
つ
場
合
に
、
健
康
状
態
も
し
く
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
も
と
づ
く
差
別

三
、
一
方
も
し
く
は
他
方
へ
の
性
の
帰
属
が
、
労
働
法
の
規
定
も
し
く
は
公
務
に
関
す
る
一
般
規
程
を
目
的
と
す
る
法
律
に
し
た
が
っ
て
、
仕
事

も
し
く
は
職
業
活
動
の
実
行
の
決
定
的
条
件
を
構
成
す
る
場
合
に
、
性
に
も
と
づ
く
採
用
に
関
す
る
差
別

第
二
二
五
I

四
条

法
人
は
、
第
―
ニ
―
I

二
条
に
規
定
さ
れ
た
条
件
に
お
い
て
、
第
二
二
五
ー
ニ
条
に
定
義
さ
れ
た
犯
罪
に
つ
き
刑
事
的
に
有

罪
で
あ
る
と
言
い
渡
さ
れ
う
る
。
法
人
に
科
さ
れ
る
刑
罰
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ら
成
り
立
つ
場
合
に
、
健
康
状
態
に
も
と
づ
く
差
別

前
条
の
規
定
は
次
の
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い
。

五 四

あ
る
人
の
採
用
拒
否
、
懲
戒
ま
た
は
解
雇

な
ん
ら
か
の
経
済
活
動
の
正
常
な
遂
行
の
妨
害

財
物
ま
た
は
役
務
の
提
供
の
拒
否

三
四
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント （上村）

第
五
条

三
五

こ

こ
の
中
に
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
セ
ク

第
一
三
一
ー
三
九
条
第
二
号
第
三
号
第
四
号
第
五
号
第
八
号
お
よ
び
第
九
号
に
記
載
さ
れ
た
刑
罰

②
第
一
三
一
ー
三
九
条
二
号
に
記
載
さ
れ
た
禁
止
は
、

労
働
法
L
二
三
六
ー
ニ
条
の
第
五
段
落
の
後
に
、
以
下
の
段
落
が
挿
入
さ
れ
る
。

委
員
会
は
、

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
遂
行
中
に
ま
た
は
そ
れ
に
際
し
て
犯
罪
が
実
行
さ
れ
た
活
動
に
及
ぶ
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
て
、
予
防
の
行
動
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
員
会
と
い
う
の
は

C
o
m
i
t
e
d
'
h
y
g
i
e
n
e
 et securite et d
e
s
 c
o
n
d
i
t
i
o
n
s
 d
e
 travail (
C
H
S
C
T
)
「
衛
生
安
全
労
働
条
件
委
員
会
」

こ
の
委
員
会
は
、
文
字
通
り
、
労
働
条
件
の
改
善
、
労
働
者
の
衛
生
と
安
全
の
保
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

い
る
。
そ
の
任
務
の
中
に
「
提
案
権
」

(
u
n
p
o
u
v
o
i
r
 d
e
 proposition)
と
い
う
の
が
あ
り
、

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
提
案
権
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

全
労
働
条
件
委
員
会
は
従
業
員
五
十
人
以
上
の
企
業
に
は
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

義
務
は
な
い
か
ら
、

の
従
業
員
代
表
は
、

第
一
三
一
ー
コ
一
八
条
の
規
定
す
る
様
式
に
し
た
が
っ
た
罰
金

と
こ
ろ
で
、

こ
の
衛
生
安

そ
れ
以
下
の
中
小
企
業
に
は
そ
の
よ
う
な

の
事
業
所
に
お
い
て
は
、
従
業
員
代
表

(
d
e
l
e
g
u
e
p
e
r
s
o
n
n
e
l
)
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

そ
の
よ
う
な
企
業
に
と
っ
て
は
本
条
項
の
意
義
は
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
従
業
員
が
十
一
人
以
上

(
6
)
 

（
労
働
法

L
四
ニ
―

I

一
条
）
。

「
賃
金
・
社
会
的
保
護
・
安
全
・
衛
生
に
関
す
る
労
働
法
そ
の
他
の
法
令
お
よ
び
労
働
協
約
・
協
定
の
適
用
に
関
す
る

す
べ
て
の
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
要
求
を
使
用
者
に
提
出
」
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
の
で

(
L
四
ニ
ニ
ー
一
条
）
、

そ
の
範
囲
内
に
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一
、
意
見
の
自
由
は
、
公
務
員
に
保
障
さ
れ
る
。

ン
ト
を
受
け
た
こ
と
ま
た
は
そ
れ
を
拒
絶
し
た
こ
と

慮
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

お
い
て
従
業
員
代
表
の
任
務
は
衛
生
安
全
労
働
条
件
委
員
会
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
業
員
代
表
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
て
、

と
り
わ
け
使
用
者
に
対
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
務
員
の
権
利
と
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七
月
十
三
日
法
律
第
八
三
ー
六
三
四
号
第
六
条
に
、
以
下
の
四
段
落
が
加
え
ら
れ
る
。

と
く
に
募
集
、
任
用
、
職
業
訓
練
、
勤
務
評
定
、
昇
進
、
配
属
お
よ
び
異
動
に
関
す
る
い
か
な
る
措
置
も
、
公
務
員
に
対
し
て
以
下
の
こ
と
を
考

一
、
上
司
そ
の
他
の
者
が
、
そ
の
職
務
上
付
与
さ
れ
た
権
限
を
濫
用
し
て
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
、
性
的
性
質
の
好
意
を
得
る
目
的
で
、

公
務
員
に
対
し
命
令
・
脅
迫
・
強
制
を
し
、
も
し
く
は
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
圧
力
を
加
え
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
し
た
場
合
に
、
当
該
公
務
員
が
ハ
ラ
ス
メ

上
記
に
定
め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
公
務
員
は
、

二
、
ま
た
は
当
該
公
務
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
証
言
も
し
く
は
詳
細
に
語
っ
た
こ
と

(
8
)
 

す
べ
て
規
律
上
の
制
裁
を
受
け
る
。

一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
律
は
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
に
関
す
る
一
般
規
程
で
あ
る
。
そ
の
六
条
は
公
務
員
の
自
由
と
権
利

を
次
の
よ
う
に
保
障
し
て
い
る
。

第
六
条

三
六
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント（上村）

二
、
い
か
な
る
差
別
も
、
政
治
・
組
合
活
動
・
哲
学
・
宗
教
に
関
す
る
意
見
お
よ
び
性
ま
た
は
民
族
上
の
帰
属
を
理
由
に
し
て
、
公
務
員
の
中
で

三
、
し
か
し
な
が
ら
、
男
も
し
く
は
女
の
た
め
の
別
々
の
募
集
は
、

三
七

こ
の
規
定
の
後
に
付
加
さ
れ
た
本
法
の
六
条
は
、
民
間
企
業
の
労
働
者
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
本
法

の
一
条
と
二
条
を
、
公
務
員
の
た
め
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

刑
法
第
四
一
六
条
第
四
段
落
三
に
は
、
以
下
の
言
葉
、
「
ま
た
は
、
公
務
員
の
権
利
と
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七
月
十
三
日
法
律
第
八
三
ー

六
三
四
号
第
六
条
最
終
四
段
落
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
事
実
を
考
慮
し
た
と
き
」
が
加
え
ら
れ
る
。

本
法
の
第
六
条
に
よ
っ
て
、
公
務
員
に
対
す
る
代
償
型
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
れ
を
承
け
て
本
法
の

第
七
条
は
、
第
六
条
の
事
実
を
考
慮
し
て
採
用
拒
否
、
懲
戒
も
し
く
は
解
雇
を
し
た
場
合
に
は
処
罰
す
る
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
た
わ
け

で
あ
る
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
旧
刑
法
の
第
四
一
六
条
は
改
正
刑
法
の
第
二
二
五
ー
一
条
と
第
二
二
五
ー
ニ
条
に
な
り
、
刑
罰
も

重
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
前
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
特
に
コ
メ
ン
ト
す
る
必
要
は
な
い
。

第
七
条

成
す
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
予
定
さ
れ
う
る
。

な
し
え
な
い
。

こ
こ
で
特
に
コ
メ
ン
ト
す
る
必
要
は
な
い
。

一
方
も
し
く
は
他
方
の
性
へ
の
帰
属
が
、
職
務
の
行
使
の
決
定
的
条
件
を
構
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姦
事
件
の
刑
事
裁
判
を
公
開
に
す
る
か
、

を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、

訴
訟
が
労
働
法
L
―
二
三
ー
一
条
の
最
終
段
落
お
よ
び
一
九
八
三
年
七
月
十
三
日
法
律
第
八
三
ー
六
三
四
号
の
第
六
条
最
終
四
段
落
に
基
づ
い

て
な
さ
れ
る
場
合
、
当
事
者
の
一
方
の
申
し
立
て
に
よ
り
、

労
働
法
R
五
一
六

-
1
0
に
よ
っ
て
、
労
働
審
判
所

(Conseil
d
e
 p
r
u
d
'
h
o
m
m
e
)
に
お
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
の
第
一
部
、

第
四
三
三
条
と
第
四
三
五
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
民
事
訴
訟
法
第
四
三
三
条
は
、
「
弁
論
は
公
開
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法

律
が
、
弁
論
が
評
議
部

(en
c
h
a
m
b
r
e
 d
e
 conseil)
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
場
合
は
除
く
」
と
規
定
し
て
い
る
。
評
議
部
に

「
裁
判
官
は
、

つ
い
て
は
、
第
四
一
＿
一
六
条
が
「
評
議
部
で
は
、
弁
論
は
非
公
開
で
行
わ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
三
五
条
は
、

公
開
が
私
生
活
の
親
密
さ
へ
の
侵
害
を
も
た
ら
す
場
合
、

に
は
、
弁
論
が
評
議
部
で
行
わ
れ
、

他
方
、
刑
事
裁
判
も
公
開
が
原
則
で
あ
る
。
重
罪
事
件
に
つ
い
て
は
刑
事
訴
訟
法
第
三

0
六
条
第
一
項
が
、
軽
罪
事
件
に
つ
い
て
は
第

四
0
0条
一
項
が
、

に
は
、
裁
判
所
は
職
権
に
よ
っ
て
、
弁
論
の
非
公
開

(a
h
u
i
sー

clos)
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

本
法
の
第
八
条
は
、
当
事
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
、
当
事
者
の
一
方
の
要
求
の
み
で
、
裁
判
を
非
公
開
に
す
る
こ
と

ま
た
は
傍
聴
禁
止
に
す
る
か
は
、
被
害
者
自
身
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、
被

害
者
（
複
数
の
場
合
は
そ
の
う
ち
の
一
人
）

が
要
求
す
れ
ば
、
当
然
に
非
公
開
と
さ
れ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

第
八
条

と
く
に

す
べ
て
の
裁
判
所
の
前
で
の
弁
論
は
、
非
公
開
ま
た
は
評
議
部
で
行
わ
れ
る
。

ま
た
は
裁
判
の
平
穏
さ
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
性
質
の
無
秩
序
が
生
じ
る
場
合

ま
た
は
続
行
さ
れ
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
公
開
の
原
則
を
定
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
例
外
的
に
公
開
が
秩
序
も
し
く
は
良
俗
に
と
っ
て
危
険
な
場
合

一
九
八

0
年
―
二
月
二
三
日
法
律
第
八

0
|
1
0
四
一
号
の
第
四
条
に
よ
っ
て
、
強

三
八
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フランス法におけるセクシュアル・ハラスメント（上村）

こ
の
規
定
は
も
と
も
と
政
府
法
案
に
は
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
経
緯
で
新
設
さ
れ
た
。

第
一
読
会
に
お
い
て
、
国
民
議
会
で
次
の
よ
う
な
修
正
案
が
出
さ
れ
採
択
さ
れ
た
。
「
本
法
は
、
事
業
所
の
門
お
よ
び
職
場
に
お
い
て
、

容
易
に
接
近
で
き
る
と
こ
ろ
に
、
使
用
者
に
よ
っ
て
貼
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
し
か
し
、
こ
れ
は
法
律
に
よ
っ
て
規
定
す
べ
き
事
項

で
な
く
命
令
事
項
で
あ
る
と
し
て
、
元
老
院
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
本
条
項
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
の
で

て
の
規
定
に
注
意
を
促
す
。

そ
れ
（
就
業
規
則
）
は
、

労
働
法
L
―
ニ
―
―
ー
三
四
条
に
以
下
の
段
落
が
加
え
ら
れ
る
。

本
条
は
特
に
コ
メ
ン
ト
の
必
要
は
な
い
。
な
お
、

で
省
略
す
る
。

L
七
四
ニ
ー
八
条

ー

第
十
条

労
働
法
第
七
巻
第
六
部
第
二
章
に
は
、
以
下
の
第
七
四
ニ
ー
八
条
が
加
え
ら
れ
る
。

第
九
条

三
九

L
―
ニ
ニ
ー
四
六
条
お
よ
び
L
―
二
三
ー
一
条
最
終
段
落
の
規
定
は
、
船
員
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。

ー、
ー

III
、
IV
は
、
法
文
の
形
式
を
と
と
の
え
る
た
め
の
技
術
的
・
細
目
的
規
定
な
の

と
く
に
本
法
の
L
―
ニ
ニ
ー
四
六
条
な
ら
び
に

L
―
ニ
ニ
ー
四
七
条
か
ら
結
果
す
る
性
に
関
す
る
権
限
の
濫
用
に
つ
い
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(
9
)
 

(10) 

(
8
)
 

(
7
)
 

(
6
)
 

(
5
)
 

(
4
)
 

ク
シ
ュ
ア
ル
・

使
用
者
の
予
防
責
任
の
一

訳
文
は
、

21
世
紀
職
業
財
団
・
前
掲
書
三
五
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

M
o
r
e
a
u
,
 
A
 p
r
o
p
o
s
 d
e
 l'abus d'autorite e
n
 m
a
t
i
e
r
e
 sexuelle, 
D
r
o
i
t
 Social, 
1
9
9
3
,
 
p.118. 

D
e
K
e
u
w
e
r
-
D
e
f
o
s
s
e
z
,
 
L
e
 h
a
r
c
e
l
e
m
e
n
t
 s
e
x
u
e
l
 e
n
 droit frarn;ais: 
d
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n
 o
u
 atteinte a
 la 
liberte, 
J
C
P
,
 1
9
9
3
 d
o
c
t
o
r
i
n
e
 

3
6
6
2
.
 

フ
ラ
ン
ス
で
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

で
あ
り
、

四

お

わ

り

に

(
3
)
 

(
2
)
 

(
1
)
 

に
関
す
る
規
制
の
適
用
措
置
や
、

あ
る
。

つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

労
働
法
L
―
ニ
ニ
ー
三
四
条
は
、

全
面
改
正
さ
れ
た
刑
法
に
セ
ク

労
働
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
と
い
う
の
が
本
条
の
趣
旨

使
用
者
が
作
成
す
る
就
業
規
則
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
も
の
で
、
企
業
施
設
の
衛
生
と
安
全

使
用
者
が
と
る
制
裁
措
置
の
性
質
と
程
度
に
関
す
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
を
規
定
し
て
い
か
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
本
法
律
の
第
一
条
の
規
定
を
載
せ
て
、

二
五
頁
。

M
o
r
e
a
u
,
 
ibid., 
p. 1
2
1
.
 

D
e
K
e
u
w
e
rー

D
e
f
o
s
s
e
z
,
ibid., 
3
6
6
2
.
 

労
働
省
労
政
局
労
働
法
規
課
『
フ
ラ
ン
ス
の
労
使
関
係
法
制
』

R
i
v
e
r
o
 et 
Savatier, 
D
r
o
i
t
 d
u
 travail, 
lOed, 
pp. 6
2
9
-
6
3
0
.
 

フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
に
は
、
正
確
に
は

f
o
n
c
t
i
o
n
n
a
i
r
e
と

a
g
e
n
t
public
の
二
種
が
あ
る
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
植
野
妙
実
子
「
フ
ラ
ン
ス
の
公

務
員
に
お
け
る
男
女
平
等
①
」
比
較
法
雑
誌
二
0
巻
三
号
ー
ニ
—
一
三
頁
参
照
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
晴
山
一
穂
「
立
法
紹
介
ー
官
公
吏
の
権
利
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
の
法
律
第
六
三
四
号
」
日
仏
法
学
十
三
号
参
照
。

C
a
m
e
r
l
y
n
e
k
,
 
L
y
o
n
-
C
a
e
n
 et 
Pelissier, 
D
r
o
i
t
 d
u
 travail, 
Zed, 
pp. 4
1
0ー

4
1
3
.

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
た
め
に
、

四
〇

そ
こ
に
セ
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シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
が
新
設
さ
れ
、

規
制
す
る
改
正
が
な
さ
れ
た
。
右
の
二
つ
の
作
業
は
ほ
ぼ
同
時
平
行
し
て
な
さ
れ
た
が
、
刑
法
改
正
の
方
が
や
や
先
行
し
、
若
干
の
時
間

差
の
後
に
労
働
法
が
改
正
さ
れ
た
。
も
し
順
序
が
逆
で
あ
っ
た
場
合
に
、
果
た
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
と
い
う
犯
罪
を

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
刑
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、

右
の
刑
法
改
正
に
関
す
る
評
価
と
は
異
な
っ
て
、
労
働
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
次
の
三
つ
の
立
場
か
ら
異
な
る
評
価
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
は

A
V
F
T
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、

四

ま
た
労
働
法
で
も
代
償
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
刑
事
罰
を
科
し
て

い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

と
推
測
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

E
C
の
行
動
規
範
に
好
意
的
で
あ
る
。
そ
う
し
た
立
場
か

ら
、
改
正
労
働
法
の
規
制
対
象
が
余
り
に
も
制
限
的
で
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
消
極
的
な
評
価
を
加
え
て
い
る
。

第
二
は
経
営
者
の
立
場
で
、
本
法
は
無
用
、
時
期
尚
早
、
か
つ
危
険
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

国
の
中
で
最
初
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
を
制
定
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
ま
ず
改
正
刑
法
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
罪
の
適
用
の
動
向
を
見
て
か
ら
、
労
働
法
の
改
正
を
考
え
れ
ば
十
分
で
あ
る
、

雇
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
解
雇
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
正
当
な
解

と
主
張
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
だ
け
に
危
険
で
も
あ
る
。

第
三
は
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

C
F
D
T
と
F
o
の
と
っ
て
い
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、

本
法
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
が
存
在
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
、

法
律
が
存
在
し
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
権
限
を
濫
用
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
人
も
、
こ
の
法

律
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
対
し
て
威
嚇
的
な
い
し
は
畏
縮
的
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

労
働
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
被
害
を
受
け
た
女
性
た
ち
が
労
働
審
判
所
に
訴
え
る
こ
と
は
容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

設
定
す
る
必
要
性
が
、

ど
の
程
度
認
識
さ
れ
た
か
は
疑
わ
し
い
。

と
評
価
し
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
こ
の

と
く
に
そ
の
方
が
刑

フ
ラ
ン
ス
が

E
C
諸
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以
上
の
三
つ
の
立
場
か
ら
の
評
価
の
う
ち
、

ど
れ
が
最
も
適
切
で
あ
っ
た
か
は
、

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
し
、

事
訴
訟
よ
り
費
用
が
か
か
ら
な
い
し
、
余
り
威
嚇
的
で
な
い
だ
け
に
、

も
ち
ろ
ん
今
後
の
検
証
に
拠
る
他
は
な
い
。

被
害
を
受
け
て
い
る
の
は
自
分
た
ち
だ
け
で
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
泣
き
寝
入
り

ま
た
こ
の
法
律
の
存
在
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
を
よ
り
よ
く
防
禦
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

J
o
u
r
n
a
l
 officiel 
d
e
 la 
r
e
p
u
b
l
i
q
u
e
 franc;aise, 
D
e
b
a
t
s
 p
a
r
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
s
,
 
S
e
n
a
t
,
 
N
o
.
 3
5
0
,
 

pp. 2
 0
1
 
2
1
.
 

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
た
女
性
た
ち
は
、

そ
の
方
法
が
選
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

四

セ
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